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発　  　行
核戦争防止滋賀県医師の会
大津市浜大津2丁目1番36号

〒520-0047 フコク生命ビル8階
TEL　077−522−1152
FAX　077−525−3093

2013年 9 月25日
第 39 号

第29回総会および講演会のご案内
日　時 10月6日（日）	 	総　会	10：30～11：15	

講演会	13：00～15：00
会　場 大津市生涯学習センター　1階	ホール	

（ＪＲ膳所駅から徒歩20分、京阪電車膳所本町駅から徒歩7分）

○	総会議事（1階ホール控室　10：30～11：15）
2012年度活動報告･決算報告
2013年度活動方針案 ・予算案・役員改選など

○	講演会（1階ホール　13：00～15：00）
【演題】	 「	放射線被曝から子どもたちの健康を守るために	

～チェルノブイリ原発事故医療支援の経験を通して」
	 講師　長野県松本市長・医師　　菅

すげのや

谷		昭	氏

★�講演会に参加ご希望の方は事前に申し込みが必要で
す。会報に同封している参加申込書に代表者名と参加
人数、代表者連絡先（電話・FAX）をご記入の上、滋賀
県保険医協会（FAX�077-525-3093）にお送りくだ
さい。�（参加無料・定員４００人）

　主催 ： 滋賀県保険医協会　
　後援 ： 核戦争防止滋賀県医師の会他

会場へはできるだけ公共交通機関をご利用ください

福島第一原発では、汚染水の流出が続き収束とは程遠い状況です。多くの住民が高い放射線量の中で
の生活を余儀なくされ、除染も十分に進まない中、帰還が進められています。住民の健康がないがしろに
されていると言わざるをえません。

菅谷昭氏は、チェルノブイリ原発事故後のベラルーシで甲状腺癌の治療にあたってこられました。また、
著書の中では、甲状腺癌以外の健康被害についても述べられています。内部被曝による健康被害につい
て、ご自身の体験に基づく貴重なお話をうかがえるものと考えます。
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福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年
半
以
上
経

過
し
た
現
在
も
、放
射
能
汚
染
は
解
決
の

糸
口
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。汚
染
水
の

貯
蔵
タ
ン
ク
や
地
下
水
か
ら
放
射
能
汚

染
が
広
が
る
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。そ

し
て
、今
な
お
、多
く
の
方
々
が
放
射
能
汚

染
に
よ
る
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、中
東
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。本
稿
を
書
い
て
い
る
現
在
で

は
、ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
は
議
会
の

後
ろ
盾
を
得
て
、シ
リ
ア
を
攻
撃
す
る
準

備
を
整
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、中
東
か
ら

さ
ら
に
世
界
へ
と
戦
火
が
広
が
る
危
険
性

を
孕
ん
で
い
ま
す
。イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ン
戦

争
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る

の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。こ
れ
が
発
火
点

と
な
っ
て
、さ
ら
に
核
に
よ
る
汚
染
へ
と
広

が
る
可
能
性
を
危
惧
し
ま
す
。ア
メ
リ
カ

は
日
本
の
同
盟
国
と
の
視
点
か
ら
離
れ
て

客
観
的
に
見
ま
す
と
、ア
メ
リ
カ
は
第
２

次
世
界
大
戦
後
も
世
界
で
戦
争
を
し
続

け
た
国
と
い
う
現
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。

さ
て
、次
回
の
総
会
の
あ
と
、滋
賀
県

保
険
医
協
会
主
催
、核
戦
争
防
止
滋
賀

県
医
師
の
会
後
援
の
現
長
野
県
松
本
市

長　

菅
谷　

昭
氏
に
よ
る
講
演
会「
放
射

線
被
曝
か
ら
子
ど
も
達
の
健
康
を
守
る

た
め
に
～
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
医

療
支
援
の
経
験
を
通
し
て
」に
是
非
と
も

ご
出
席
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏
は
甲
状
腺
専
門
の
医
師
と
し
て
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
供
達
の
甲
状
腺
が

ん
の
手
術
や
そ
の
他
の
治
療
活
動
に
５
年

半
も
現
地
に
逗
留
し
、地
域
の
人
々
の
医

療
の
支
え
と
な
っ
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
貴
重
な
経
験
を
踏
ま
え
て
、日
本
に

お
け
る
不
幸
な
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
災
害
か
ら
い
か
に
子
供
達
を
守
る
か
の

お
話
し
を
さ
れ
ま
す
。

是
非
、総
会
、講
演
会
に
ふ
る
っ
て
ご
参

加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
核
戦
争
防
止
滋
賀
県
医
師
の
会
」

第
29
回
総
会
に
向
け
て

運
営
委
員
代
表

　上
島

　弘
嗣

二
〇
一
三
年
度
活
動
報
告

（
２
０
１
２
年
８
月
～
２
０
１
３
年
７
月
）

１
．�近
畿
反
核
医
師
懇
談
会

�

（
9
月
、13
年
1
月
）

9
月
30
日
、京
都
で
開
催
。同
日
、市
民

公
開
講
演
会
と
し
て「
韓
国
の
核
兵
器
廃

絶
運
動
の
現
状
と
今
後
」と
題
し
て
、韓
国

反
核
医
師
の
会
執
行
役
員
の
金
益
重（
キ

ム
・
イ
ク
チ
ュ
ン
）氏
が
講
演
し
た
。韓
国

反
核
医
師
の
会
は
2
0
1
1
年
に
結
成

し
た
。金
氏
に
よ
る
と
、韓
国
で
は
日
本
と

同
じ
で
国
策
で
原
発
政
策
が
す
す
め
ら
れ

現
在
23
基
が
稼
働
し
て
い
る
。将
来
的
に

は
50
基
を
超
え
る
原
発
を
建
設
し「
原
発

大
国
」を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。国
民
に

は「
原
発
安
全
神
話
」が
流
布
さ
れ
、補
助

金
で
懐
柔
策
が
と
ら
れ
る
な
ど
、日
本
の

現
状
と
と
て
も
よ
く
似
て
い
る
。福
島
原

発
事
故
に
よ
り
韓
国
の
世
論
が
大
き
く
変

化
し
、国
民
の
反
原
発
運
動
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。

1
月
13
日
、神
戸
で
開
催
。最
初
に
11

月
17
日
に
京
都
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
戦
争
と
医
の
倫
理
―
ド

イ
ツ
と
日
本
の
検
証
史
の
比
較
」を
保
団

連
会
長
・
住
江
憲
勇
氏
が
報
告
し
た
。続
い

て
各
団
体
か
ら
活
動
紹
介
と
意
見
交
換
が

あ
っ
た
。

２
．�核
戦
争
防
止
滋
賀
県
医
師
の
会

第
28
回
総
会�

（
10
月
8
日
）

コ
ラ
ボ
し
が
21
で
開
催
。冒
頭
、物
故
会

員
3
人
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、２
０
１
１

年
度
の
活
動
報
告
と
し
て
、23
年
ぶ
り
に

広
島
で
開
催
さ
れ
た
I
P
P
N
W
世
界
大

会
や
、近
畿
規
模
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会

な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。続
い
て
2
0
1
2

年
度
活
動
方
針
案
、2
0
1
2
年
度
予
算

案
、2
0
1
2
年
度
役
員
選
出
を
そ
れ
ぞ

れ
承
認
し
た
。

３
．�講
演
会「
じ
わ
じ
わ
と
命
を
蝕
む

低
線
量・内
部
被
曝
の
恐
怖
」

�

（
10
月
8
日
）

医
師
の
会
は
後
援
団
体
と
し
て
協
力
し

た
。参
加
者
は
２
３
０
人
で
コ
ラ
ボ
し
が
21

大
会
議
室
を
ほ
ぼ
埋
め
た
。講
師
の
医
師
・

肥
田
舜
太
郎
氏
は
、1
9
4
5
年
広
島
原

爆
で
被
爆
し
な
が
ら
も
医
師
と
し
て
今
日

ま
で
6
，0
0
0
人
以
上
の
被
爆
者
を
診

察
さ
れ
た
経
験
を
話
し
た
。特
に
福
島
原

発
事
故
に
よ
る
低
線
量
内
部
被
曝
の
影
響

は
、原
爆
被
爆
に
よ
る
影
響
と
共
通
し
て

い
る
と
強
調
さ
れ
た
。（
詳
細
7
頁
～
）

４
．�ア
メ
リ
カ
の
新
型
核
性
能
実
験
に

抗
議
文
送
付�

（
12
月
8
日
）

12
月
5
日
、米
国
は
ネ
バ
ダ
州
の
核
実

験
場
で
未
臨
界
核
実
験
を
行
っ
た
。オ
バ
マ

政
権
に
な
っ
て
3
度
目
の
未
臨
界
核
実
験

で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
医
師
の
会
は
8
日
、

オ
バ
マ
大
統
領
と
ル
ー
ス
駐
日
大
使
宛
に

抗
議
文
を
送
付
し
た
。オ
バ
マ
大
統
領
は

2
0
0
9
年
４
月
、プ
ラ
ハ
で「
核
な
き
世

界
」を
提
唱
し
、同
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
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受
賞
し
て
い
る
。核
実
験
は
プ
ラ
ハ
宣
言
と

相
反
す
る
行
動
で
あ
る
。

５
． 北
朝
鮮
の
地
下
核
実
験
に
抗
議
文

送
付�
（
2
0
1
3
年
2
月
15
日
）

2
月
12
日
、北
朝
鮮
は
2
0
0
9
年
5

月
か
ら
3
回
目
の
地
下
核
実
験
を
実
施
し

た
。こ
れ
は
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議

で
、北
朝
鮮
に
対
し
核
実
験
の
挑
発
行
為

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
た
中
で
、国
連

決
議
を
無
視
す
る
よ
う
に
強
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
医
師
の
会
は
同
日
、金
正
恩

総
書
記
宛
に
抗
議
文
を
送
付
し
た
。

２０１２年度決算報告� （２０１２.８.１～２０１３.７.３１）

収 入 の 部 支 出 の 部

会費収入
会員年会費@5,000
賛助会員年会費@2,000

2 8 9 , 0 0 0 事�業�費
第28回総会費用
反核医師･医学者の集い
近畿反核医師懇談会
映画「ひろしま」チケット代
会報発行
事務委託料

3 3 6 , 3 5 0

雑収入
預金利息

9 6 通信事務費
ハガキ・封筒
会費請求･領収証発送

9 , 0 4 9

前期繰越金 63 8 , 8 1 7 雑費
銀行振込手数料
郵便振替手数料

2 , 0 8 5

次期繰越金 58 0 , 4 2 9

　　計 92 7 , 8 1 3 　　計 92 7 , 9 1 3

２０１３年度予算案� （２０１３.８.１～２０１４.７.３１）

収 入 の 部 支 出 の 部

会費収入
@5000×会員60人
@2000×賛助会員2人

3 0 4 , 0 0 0 事業費
第29回総会費用
医師・医学者のつどい
近畿反核医師懇談会
会報発行・事務委託料

3 2 0 , 0 0 0

雑収入
預金利息

1 0 0 通信事務費
切手･ハガキ
会費請求送料

2 0 , 0 0 0

前期繰越金 58 0 , 4 2 9 雑費
銀行振込手数料
郵便振替手数料

3 , 0 0 0

予備費 54 1 , 5 2 9

　　計 88 4 , 5 2 9 　　計 88 4 , 5 2 9

ジ
ブ
リ
小
冊
子『
熱
風
』

改
憲
特
集
号
を
送
付
し
ま
す

憲
法「
改
正
」の
動
き
が
加
速
す

る
中
、ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
発
行
し
て

い
る
小
冊
子『
熱
風
』７
月
号
に
お
い

て「
憲
法
改
正
」が
特
集
さ
れ
、大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
が
憲
法
や
平
和
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
冊
子
だ
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
積
極

的
な
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



4

二
〇
一
三
年
度
役
員（
案
）（
敬
称
略
）

運
営
委
員
代
表��

　

上
島　

弘
嗣（
滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
）

運
営
委
員

　

今
村　
　

浩 （
開
業
医
）

　

大
西　

利
穂（
開
業
医
）

　

嶋
田　
　

歩（
開
業
医
）

　

垰
田　

和
史（
滋
賀
医
科
大
学
准
教
授
）

　

福
田　

章
典（
開
業
医
）

　

藤
居　

明
範（
開
業
医
）

監�

事

　

木
下　
　

康 （
開
業
医
）

二
〇
一
三
年
度
活
動
方
針（
案
）

一
． 会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み

一
． 県
民
対
象
の
講
演
会
等
の
開
催

一
． 民
間
団
体
と
の
連
携

一
． 憲
法
九
条
を
守
り
、
反
戦
平
和
の
取

り
組
み
を
拡
大
す
る

一
． 核
兵
器
の
廃
絶
に
取
り
組
み
、
新
た

な
核
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
の
運
動

を
推
進
す
る　
　
　

一
． 他
府
県
の「 

医
師
の
会
」と
連
携
を

保
ち
つ
つ
、「
核
戦
争
防
止
国
際
医
師

会
議
」（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）の
活
動
に
協

力
す
る

一
． 原
発
に
関
し
て
、
会
員
、
県
民
に
対

し
情
報
提
供
を
進
め
、
原
発
か
ら
の

脱
却
に
向
け
取
り
組
み
を
行
う

●　
　
　
　

●　
　
　
　

●

１
．�シ
リ
ア
の
化
学
兵
器

�

国
際
管
理・廃
棄
へ
結
束
を

�

（
2
0
1
3
年
9
月
13
日
）

シ
リ
ア
の
化
学
兵
器
を
国
際
管
理
に

よ
っ
て
廃
棄
さ
せ
る
方
向
へ
、各
国
が
歩
調

を
合
わ
せ
始
め
た
。

ロ
シ
ア
の
提
案
を
、オ
バ
マ
大
統
領
が
一

定
に
評
価
。外
交
解
決
を
優
先
さ
せ
る
と
、

国
民
に
向
け
て
演
説
し
た
。武
力
行
使
容

認
を
求
め
る
決
議
案
は
採
決
を
先
送
り
さ

せ
た
。軍
事
介
入
と
い
う
事
態
が
当
面
回

避
さ
れ
る
の
は
歓
迎
で
き
る
。

実
現
す
れ
ば
、国
際
社
会
が
軍
事
力
に

よ
ら
ず
化
学
兵
器
を
封
じ
込
め
る
画
期
的

な
ケ
ー
ス
と
な
ろ
う
。ぜ
ひ
と
も
合
意
し
、

実
行
に
移
し
て
も
ら
い
た
い
。

20
カ
国
・
地
域（
G
20
）首
脳
会
合
は
、

軍
事
介
入
を
主
張
す
る
米
国
と
、阻
止
し

た
い
ロ
シ
ア
の
思
惑
が
衝
突
し
、決
裂
し
て

い
た
。そ
の
後
、両
国
首
脳
の
歩
み
寄
り
か

ら
、事
態
が
好
転
し
た
意
味
は
大
き
い
。米

国
は
化
学
兵
器
使
用
を
シ
リ
ア
政
権
側
に

よ
る
も
の
と
断
定
し
、軍
事
介
入
を
表
明

し
た
。と
こ
ろ
が
英
国
が
追
随
し
な
か
っ
た

う
え
、米
国
内
で
も
反
対
論
が
強
い
。ロ
シ

ア
提
案
に
救
わ
れ
た
面
も
あ
る
よ
う
だ
。

し
か
し
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
シ
リ
ア
擁
護

に
固
執
し
、提
案
を
時
間
稼
ぎ
に
終
わ
ら

せ
る
よ
う
で
は
台
無
し
と
な
る
。真
に
外

交
解
決
を
目
指
す
決
意
が
あ
る
の
か
。本

気
度
を
世
界
が
注
視
し
て
い
る
。

シ
リ
ア
の
大
統
領
も
ロ
シ
ア
提
案
の
受

け
入
れ
を
表
明
し
た
。化
学
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
す
る
意
向
も
見
せ
て
お
り
、前

進
を
期
待
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
が
早
速
、国
連
安
全
保
障
理

事
会
に
か
け
る
決
議
草
案
を
示
し
た
。シ

リ
ア
に
国
連
査
察
の
完
全
受
け
入
れ
な
ど

を
求
め
る
内
容
と
伝
え
ら
れ
る
。応
じ
な

け
れ
ば
、国
連
憲
章
7
章
に
基
づ
き
武
力

行
使
を
容
認
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
ロ
シ
ア
が
反
発
し
た
。米
仏
に
よ

る
武
力
行
使
の
放
棄
が
先
だ
と
主
張
す

る
。だ
が
、入
り
口
の
つ
ば
ぜ
り
合
い
で
時

間
を
浪
費
す
る
の
は
不
毛
だ
。米
仏
に
は

軍
事
介
入
の
選
択
肢
を
い
っ
た
ん
凍
結
す

る
こ
と
を
求
め
た
い
。

た
だ
、国
際
管
理
下
に
置
い
て
廃
棄
さ

せ
る
と
い
っ
て
も
、容
易
で
は
な
い
。一
体
、

誰
が
ど
う
進
め
る
の
か
。具
体
的
な
道
筋

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。ま
ず
は
生
産
や
保
有

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
、シ
リ
ア
へ

の
圧
力
を
強
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
各
国
は
思
惑
を
捨
て
て

結
束
し
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
断
固
と
し
た

姿
勢
を
シ
リ
ア
に
示
す
必
要
が
あ
る
。そ
の

う
え
で
早
急
に
実
効
性
あ
る
手
段
を
練
る

べ
き
だ
。

化
学
兵
器
管
理
の
一
方
、使
用
し
た「
犯

人
」の
特
定
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。子
ど

も
を
含
む
民
間
人
に
も
死
傷
者
を
出
し

た
。近
く
ま
と
ま
る
国
連
調
査
団
の
報
告

を
受
け
、徹
底
し
た
追
及
が
求
め
ら
れ
る
。

内
戦
に
よ
る
死
者
は
10
万
人
を
超
え
て

い
る
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、解
決
の
糸
口
さ

え
見
い
だ
せ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。化
学

兵
器
に
対
す
る
結
束
を
機
に
、一
日
も
早
い

内
戦
終
結
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

加
え
て
今
回
の
事
案
を
外
交
解
決
の
モ

デ
ル
と
し
て
生
か
せ
な
い
か
。と
い
う
の
も
、

こ
れ
ま
で
国
際
的
な
対
立
に
は
、米
国
が

軍
事
介
入
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。だ
が

解
決
に
至
ら
な
い
ば
か
り
か
、問
題
を
悪

化
さ
せ
て
き
た
。外
交
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
こ

そ
、真
の
解
決
策
と
い
う
認
識
に
転
換
す

る
と
き
だ
ろ
う
。

核
開
発
を
進
め
て
い
る
と
し
て
米
国
が

敵
視
す
る
イ
ラ
ン
に
も
、今
回
の
手
法
で
放

棄
を
促
し
た
い
。さ
ら
に
中
東
和
平
実
現

に
は
、紛
争
が
続
く
要
因
で
あ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
の
核
疑
惑
に
も
、迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。も
ち
ろ
ん
中
東
ば
か
り
で
は
な
い
。北

朝
鮮
に
対
し
て
も
、有
効
に
機
能
し
う
る

に
違
い
な
い
。

２
．�汚
染
水
、外
洋
ま
で
流
出
か

海
近
く
の
排
水
溝
、一
時
高
濃
度

�

（
9
月
13
日
）

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
2
2
0
ベ
ク
レ
ル
の

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な
ど
を
検
出

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
タ
ン
ク
か

ら
高
濃
度
の
汚
染
水
が
漏
れ
た
事
故
で
、

海
近
く
の
排
水
溝
で
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
な
ど
の
濃
度
が
11
日
に
一
時
的
に
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。東
電
は
こ

の
日
ま
で
、排
水
溝
の
上
流
で
除
染
作
業

を
し
て
い
た
。「
汚
染
水
の
一
部
が
海
に
出
て

最
近
の
情
勢
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い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」と
い
う
。

排
水
溝
は
雨
水
な
ど
を
流
す
設
備
で
、

直
接
外
洋
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。外
洋
か
ら

1
5
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、11
日
に
採
取

し
た
水
か
ら
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
な
ど
ベ
ー
タ

線
を
出
す
放
射
性
物
質
が
1
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
2
2
0
ベ
ク
レ
ル
検
出
さ
れ
た
。放
射

性
セ
シ
ウ
ム
も
1
0
4
ベ
ク
レ
ル
検
出
さ
れ

た
。12
日
に
再
び
水
を
採
取
し
て
測
る
と
、

放
射
性
物
質
は
検
出
限
界
値
未
満
だ
っ

た
。上

流
に
は
、3
0
0
ト
ン
の
高
濃
度
汚
染

水
漏
れ
を
起
こ
し
た
タ
ン
ク
が
あ
り
、漏
れ

が
発
覚
し
た
直
後
に
汚
染
水
が
排
水
溝
に

流
れ
込
ん
だ
。こ
の
た
め
、11
日
に
排
水
溝

を
高
圧
洗
浄
し
て
、た
ま
っ
て
い
た
泥
な
ど

を
除
去
す
る
作
業
を
し
て
い
た
。そ
の
作
業

で
放
射
性
物
質
の
一
部
が
下
流
に
流
れ
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

３
． 〈
安
倍
首
相
〉汚
染
水「
完
全
に
ブ

ロ
ッ
ク
」発
言
、東
電
と
食
い
違
い

�

（
9
月
9
日
） 

安
倍
首
相
が
言
及
し
た

�

「
0
・
3
平
方
キ
ロ
」の
エ
リ
ア

安
倍
晋
三
首
相
が
、7
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン・
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
行
わ
れ
た
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
I
O
C
）総
会
の

五
輪
招
致
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、福
島

第
1
原
発
の
汚
染
水
問
題
を
め
ぐ
り
、「
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
」「
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
下
に
あ
る
」と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
実
態
を
正
し
く
伝
え
て
い
な
い
」と
疑
問

視
す
る
声
が
出
て
い
る
。

9
日
に
開
か
れ
た
東
京
電
力
の
記
者
会

見
で
、報
道
陣
か
ら
首
相
発
言
を
裏
付
け

る
デ
ー
タ
を
求
め
る
質
問
が
相
次
い
だ
。担

当
者
は「
一
日
も
早
く（
状
況
を
）安
定
さ
せ

た
い
」と
応
じ
た
上
で
、政
府
に
真
意
を
照

会
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、認
識

の
違
い
を
見
せ
た
。

防
波
堤
に
囲
ま
れ
た
港
湾
内（
0・3
平

方
キ
ロ
）に
は
、汚
染
水
が
海
に
流
出
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
の
海
側
遮
水
壁
が
建
設
さ

れ
、湾
内
で
の
拡
大
防
止
で「
シ
ル
ト
フ
ェ

ン
ス
」と
い
う
水
中
カ
ー
テ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、護
岸
に
は
水
あ
め
状
の
薬
剤

「
水
ガ
ラ
ス
」で
壁
の
よ
う
に
土
壌
を
固
め

る
改
良
工
事
を
実
施
し
た
。

し
か
し
、汚
染
水
は
壁
の
上
を
越
え
て

港
湾
内
に
流
出
し
た
。フ
ェ
ン
ス
内
の
海
水

か
ら
、ベ
ー
タ
線
を
出
す
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

な
ど
の
放
射
性
物
質
が
1
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
1
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
、ト
リ
チ
ウ
ム
が
同

4
7
0
0
ベ
ク
レ
ル
検
出
さ
れ
た
。東
電
は

「
フ
ェ
ン
ス
外
の
放
射
性
物
質
濃
度
は
内

側
に
比
べ
最
大
5
分
の
1
ま
で
に
抑
え
ら

れ
て
い
る
」と
説
明
す
る
が
、フ
ェ
ン
ス
内
と

港
湾
内
、外
海
の
海
水
は
1
日
に
50
％
ず
つ

入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
と

似
た
性
質
を
持
つ
た
め
フ
ェ
ン
ス
を
通
過
す

る
。港
湾
口
や
沖
合
3
キ
ロ
の
海
水
の
放
射

性
物
質
は
検
出
限
界
値
を
下
回
る
が
、専

門
家
は「
大
量
の
海
水
で
薄
ま
っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
」と
み
る
。

さ
ら
に
、1
日
4
0
0
ト
ン
の
地
下
水
が

壊
れ
た
原
子
炉
建
屋
に
流
れ
込
む
こ
と
で

汚
染
水
は
増
え
続
け
て
い
る
。地
上
タ
ン
ク

か
ら
は
約
3
0
0
ト
ン
の
高
濃
度
汚
染
水

が
漏
れ
、一
部
は
、海
に
直
接
つ
な
が
る
排
水

溝
を
経
由
し
て
港
湾
外
に
流
出
し
た
可
能

性
が
あ
る
。不
十
分
な
対
策
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
相
次
ぎ
、今
後
も
リ
ス
ク
は
残
る
。「
何

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
か
は
難
し
い
が
、技

術
的
に『
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
』と
は
言
え
な

い
の
は
確
か
だ
」（
経
済
産
業
省
幹
部
）と
い

う
。安

倍
首
相
は「
食
品
や
水
か
ら
の
被
ば

く
量
は
、ど
の
地
域
も
基
準（
年
間
1
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）の
1
0
0
分
の
1
」と
も
述

べ
、健
康
に
問
題
が
な
い
と
語
っ
た
。厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、国
内
の
流
通
食
品
な
ど

に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
よ
る
年

間
被
ば
く
線
量
は
最
大
0
・
0
0
9
ミ
リ

シ
ー
ベル
ト
。だ
が
、木
村
真
三・
独
協
医
大

准
教
授
は「
福
島
県
二
本
松
市
で
も
、家
庭

菜
園
の
野
菜
な
ど
を
食
べ
、市
民
の
3
％
が

セ
シ
ウ
ム
で
内
部
被
ば
く
し
て
い
る
。影
響

の
有
無
は
現
状
で
は
判
断
で
き
な
い
」と
指

摘
す
る
。

会
員
投
稿

日
韓
反
核
医
師
交
流
の
旅　

～
韓
国
の
原
発
事
情
を
視
察
し
て

運
営
委
員　

福
田�

章
典

2
0
1
3
年
7
月
13

日
か
ら
15
日
ま
で
全
国

反
核
医
師
の
会
主
催
の

「
日
韓
反
核
医
師
交
流
の
旅
」に
参
加
し

た
。参

議
院
選
挙
期
間
中
で
あ
り
、選
挙
結

果
が
今
後
の
原
発
政
策
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
を
考
え
れ
ば
、韓
国
に
行
く

よ
り
も
国
内
で
原
発
廃
止
の
世
論
を
高

め
る
取
り
組
み
を
す
べ
き
だ
と
考
え
、当

初
は
参
加
を
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
。し
か

し
、そ
の
後
、橋
下
大
阪
市
長
が
従
軍
慰
安

婦
は
必
要
だ
っ
た
等
と
発
言
し
、日
韓
関

係
の
さ
ら
な
る
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
た
。私
は
、韓
国
に
関
心
が
あ
り
、こ

れ
ま
で
歴
史
に
つ
い
て
も
学
ん
で
き
た
。ま

た
、韓
国
語
も
勉
強
し
、あ
る
程
度
は
会
話

も
で
き
る
。こ
の
旅
行
に
参
加
し
て
、原
発

反
対
の
思
い
を
共
に
す
る
韓
国
の
医
師
と

交
流
し
た
い
と
の
思
い
と
同
時
に
、日
本
に

も
歴
史
を
学
び
友
好
を
求
め
る
医
師
、市

民
が
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
考
え
、締
切

ぎ
り
ぎ
り
で
参
加
を
申
し
込
ん
だ
。

韓
国
に
は
現
在
21
基
の
原
発
が
あ
り
、

さ
ら
に
試
験
運
転
中
、建
設
中
、建
設
予

定
の
原
発
が
10
基
あ
り
、世
界
で
も
最
も

急
激
に
原
発
を
増
や
し
て
い
る
国
で
あ
る
。

原
発
は
4
か
所
に
集
中
し
て
作
ら
れ
、プ
サ

ン
な
ど
の
大
都
市
か
ら
近
距
離
に
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。原

発
の
危
険
性
に
つ
い
て
市
民
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
要
因
の
一つ
と

考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、視
察
の
前
に
、原

発
に
規
格
外
の
部
品
が
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
、複
数
の
原
発
が
稼
働
停
止

し
て
い
る
状
態
で
あ
り
、市
民
の
関
心
も
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高
ま
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

関
空
か
ら
、プ
サ
ン
、キ
メ
空
港
に
到
着
、

現
地
で
東
京
、福
岡
か
ら
の
参
加
者
と
合

流
、日
本
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
含
め
24
名
の
参

加
で
あ
っ
た
。バ
ス
内
で
昼
食
を
と
り
な
が

ら
ウ
ル
ソ
ン
原
発
に
向
か
っ
た
。バ
ス
に
は
、

韓
国
の
原
発
に
反
対
す
る
医
師
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
、キ
ム
イ
ク
チ
ュ
ン
医
師
が
同

乗
、こ
の
後
も
3
日
間
行
動
を
共
に
し
て
い

た
だ
い
た
。日
本
で
い
え
ば
大
阪
に
相
当
す

る
よ
う
な
大
都
市
で
あ
る
プ
サ
ン
や
古
都

キ
ョ
ン
ジ
ュ
か
ら
す
ぐ
近
く
に
原
発
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
、驚
い
た
。た
だ
、残
念

な
が
ら
、高
速
道
路
の
渋
滞
の
影
響
で
原

発
へ
の
到
着
が
遅
れ
、十
分
な
見
学
の
時
間

が
な
く
、見
学
し
た
の
も
タ
ー
ビ
ン
室
の
み

で
、質
疑
の
時
間
も
全
く
な
か
っ
た
。原
発

の
担
当
職
員
は
、大
変
腰
が
低
く
、丁
寧

な
対
応
で
は
あ
っ
た
が
、問
題
な
く
見
学

を
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
姿
勢
を
感
じ
た
。

バ
ス
の
中
で
、キ
ム
医
師
か
ら
韓
国
の
原

発
の
状
況
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、原
発
の

点
検
の
た
め
の
停
止
期
間
が
き
わ
め
て
短

く
、稼
働
率
が
95
％
と
異
常
に
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
、冷
却
用
電
源
が
と
ま
り
外
部

電
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
事
故
が

生
じ
た
が
内
部
告
発
さ
れ
る
ま
で
隠
蔽
さ

れ
て
い
た
こ
と
、国
の
原
発
の
安
全
審
査
を

行
う
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
電
力
会
社
の

社
員
が
な
っ
て
い
る
こ
と
等
々
、韓
国
で
も

原
発
を
巡
っ
て
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

そ
の
後
、ポ
ハ
ン
市
に
移
動
、教
会
の
講

堂
で
、広
島
の
青
木
医
師
が
講
演
を
行
っ

た
。た
く
さ
ん
の
市
民
が
出
席
さ
れ
て
い
た

が
、残
念
な
こ
と
に
私
た
ち
の
到
着
が
1
時

間
遅
れ
、ま
た
、青
木
医
師
に
市
民
向
け
の

講
演
だ
と
言
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず

医
師
向
け
の
講
演
を
準
備
さ
れ
て
お
り
、集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
韓
国
の
方
々
に
大
変
申

し
訳
な
い
思
い
を
し
た
。韓
国
で
も
原
発
の

問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
市
民
の
方
が
多
い

こ
と
に
、勇
気
と
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
。

2
日
目
は
キ
ョ
ン
ジ
ュ
市
内
を
短
時
間

観
光
し
た
後
、韓
国
の
新
幹
線
、K
T
X

で
ソ
ウ
ル
へ
移
動
。駅
か
ら
ソ
ウ
ル
大
学
医

学
部
に
向
か
い
、青
木
医
師
の
講
演
と
韓

国
の
市
民
運
動
家
、カ
ン
へ
ジ
ョ
ン
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
た
。会
場
に
は
、韓
国
の
若
手

医
師
や
学
生
数
十
名
が
集
ま
っ
て
お
り
関

心
の
高
さ
を
感
じ
た
。青
木
医
師
は
福
島

の
放
射
能
汚
染
の
状
況
と
小
児
の
甲
状
腺

健
診
の
現
状
を
中
心
に
話
さ
れ
た
が
、通

訳
を
介
し
て
の
講
演
の
上
、地
名
や
線
量

等
の
基
礎
知
識
の
な
い
韓
国
の
人
た
ち
に

十
分
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
と

感
じ
た
。カ
ン
氏
の
講
演
は
、韓
国
人
参
加

者
に
向
け
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
の
情

報
を
も
と
に
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、日
本
か
ら

の
参
加
者
で
も
知
ら
な
い
内
容
も
含
ん
だ

大
変
詳
し
い
報
告
で
、そ
の
努
力
に
感
銘

を
受
け
た
。こ
の
講
演
会
で
も
、時
間
が
な

く
十
分
に
論
議
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、韓
国
の
参
加
者
を
交
え
て
の

夕
食
会
と
な
っ
た
。幸
い
、私
は
あ
る
程
度

韓
国
語
が
で
き
る
の
で
、移
動
中
の
バ
ス
内

や
夕
食
会
場
で
、韓
国
の
参
加
者
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
た
。精
神
科
医
、麻
酔
科

医
、韓
方
医
、環
境
運
動
の
活
動
家
と
い
っ

た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。韓
国
で
の
市
民
の
原

発
へ
の
見
方
の
変
化
や
マ
ス
コ
ミ
の
状
況
、

医
療
の
状
況
等
、知
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
日
目
は
、2
時
間
ほ
ど
の
観
光
の
後
、

昼
食
、帰
路
に
つ
い
た
が
、こ
の
日
か
ら
韓

国
の
緑
色（
ノ
ク
セ
ク
）病
院
理
事
長
で
あ

る
パ
ク
ヒ
ョ
ン
ソ
氏
が
同
行
し
て
く
だ
さ
っ

た
。氏
は
83
歳
で
、植
民
地
時
代
の
教
育
の

影
響
で
日
本
語
が
堪
能
で
あ
る
。韓
国
の

独
立
記
念
館
の
展
示
の
監
修
に
も
当
た
ら

れ
た
著
名
な
歴
史
学
者
で
あ
り
、民
主
主

義
と
平
和
を
求
め
る
運
動
に
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
、貧
し
い
人
た
ち
も
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
緑
色
病
院
の
設
立

に
も
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。日
本
の
平
和
憲

法
に
連
帯
す
る
韓
国
の
市
民
団
体「
9
条

の
会
」の
顧
問
で
も
あ
る
。パ
ク
氏
か
ら
は
、

昼
食
時
に
、帰
っ
た
ら
参
議
院
選
挙
で
良

い
結
果
が
出
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

3
日
目
の
観
光
は
、当
初
は
、西
大
門
独

立
公
園
や
安
重
根
記
念
館
等
、日
韓
の
歴

史
に
触
れ
ら
れ
る
施
設
の
見
学
を
予
定
し

た
が
、残
念
な
こ
と
に
い
ず
れ
も
月
曜
日
が

休
館
で
、断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。

私
に
と
っ
て
こ
の
旅
行
の
最
大
の
成
果

は
、韓
国
に
も
原
発
に
反
対
す
る
人
た
ち
や

平
和
を
求
め
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
り
、

ど
ん
な
に
日
本
の
政
治
家
の
問
題
発
言
な

ど
で
日
韓
関
係
に
問
題
が
起
こ
っ
て
も
、そ

の
人
達
と
は
何
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
交

流
で
き
る
と
実
感
で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
、旅
行
全
体
と
し
て
は「
交
流
」

で
き
る
部
分
が
少
な
く
、言
葉
の
問
題
が

あ
っ
て
日
本
か
ら
の
参
加
者
の
多
く
は
韓

国
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、同
様

な
機
会
が
あ
れ
ば
、お
互
い
に
も
っ
と
交
流

が
深
め
ら
れ
る
内
容
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
る
。

最
後
に
、平
日
も
含
め
た
日
程
で
も
あ

る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、旅
行
に
同
行
し
て
い

た
だ
い
た
キ
ム
医
師
を
始
め
、今
回
の
企
画

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
韓
国
の
方
々
、ま

た
、日
本
の
関
係
者
の
方
々
に
深
い
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

ソウル大学での学習交流会



7

「
反
核
医
師
医
学
者
の
つ
ど
い
」２
０
１
３

�

in
北
海
道
に
参
加
し
て

大
津
市　

東�

昌
子

9
月
21
日
か
ら
22
日
、

滋
賀
県
反
核
医
師
の
会

と
滋
民
医
連
か
ら
派
遣

さ
れ
、札
幌
で
の
つ
ど
い
に
滋
賀
か
ら
1
人

で
参
加
し
た
。今
回
は
全
国
か
ら
90
人
の

医
師
、歯
科
医
師
と
29
人
の
医
学
生
を
含

む
2
1
1
人
の
参
加
者
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

今
集
会
に
は
広
島
市
長
、長
崎
市
長
、

原
水
協
、被
団
協
、国
会
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

①
記
念
講
演
は
、
元
ス
イ
ス
大
使
村
田
光

平
氏
。
政
府
中
枢
部
に
い
て
総
理
大
臣
、

外
務
省
へ
も
親
書
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
れ

る
立
場
に
い
る
公
人
と
し
て
、
福
島
原
発

事
故
問
題
で
の
情
報
発
信
を
続
け
て
き

た
、こ
の
よ
う
な
人
が
い
た
こ
と
に
ま
ず
驚

い
た
。
原
発
事
故
の
解
決
に
程
遠
い
現
実

の
中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
、安
倍
首
相

の
あ
ま
り
に
も
危
機
感
の
な
さ
、
事
故
矮

小
化
の
戦
略
に
果
た
し
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
の

本
質
、
東
電
と
政
府
の
事
故
処
理
が
破
綻

し
て
い
る
こ
と
、
福
島
原
発
事
故
の
原
因

は
地
震
で
あ
り
現
在
の
安
全
基
準
の
見
直

し
が
必
要
で
日
本
で
原
発
を
動
か
す
こ
と

自
体
が
あ
り
得
な
い
と
断
言
。
原
発
は
存

在
自
体
が
安
全
保
障
の
問
題
で
あ
り
、
事

故
処
理
が
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、

国
策
化
と
国
際
化
し
、
事
故
の
解
決
の
た

め
に
人
類
の
叡
智
を
動
員
す
べ
き
と
提

唱
。国
連
倫
理
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
尽
力
、倫

理
の
確
立
と
母
性
文
明
、
民
事
軍
事
を
含

む
真
の
核
廃
絶（
三
位
一
体
）を
提
唱
。
反

核
医
師
の
会
が
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
利

用
原
発
問
題
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
立

場
を
評
価
し
て
い
る
と
。
非
常
に
明
解
な

話
で
あ
っ
た
。福
島
原
発
事
故
後
、ド
イ
ツ

が
原
発
廃
止
へ
と
政
策
転
換
を
決
め
た
際

に
も
、
倫
理
的
問
題
と
の
判
断
で
あ
っ
た

こ
と
を
想
起
し
、
国
際
的
に
み
れ
ば
原
発

を
経
済
か
ら
み
て
い
る
日
本
経
済
界
、
政

界
の
異
常
さ
を
理
解
で
き
た
。村
田
氏
が
一

貫
し
て
問
題
視
し
て
い
る
福
島
原
発
第
4

号
機
が
再
び
地
震
に
見
舞
わ
れ
、ジ
ル
コ
ニ

ウ
ム
火
災
が
起
こ
れ
ば
現
時
点
で
何
ら
対

策
が
取
ら
れ
て
お
ら
ず
東
京
に
人
が
住
め

な
く
な
る
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、私
は
こ

れ
ま
で
不
勉
強
で
あ
っ
た
が
、事
態
の
深
刻

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

②
教
育
講
演
は「
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
す

じ
」と
題
し
て
黒
澤�

満
氏（
大
阪
女
学
院

大
学
教
授
）と
中
村
桂
子
氏（
長
崎
大
学

核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）が

講
演
。
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
た

最
近
の
世
界

の
動
き
や
、核

軍
縮
が
人
道

的
次
元
、
核

兵
器
の
非
人

道
性
の
考
慮

に
至
っ
て
い
る

こ
と
を
学
ん

だ
。
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
被
ば
く
の
実
相
を
発
信
し
て

き
た
日
本
国
民
と
し
て
は
、
今
頃
な
ぜ
と

の
思
い
も
し
た
が
、
生
物
兵
器
、
対
人
地

雷
、
化
学
兵
器
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
人

道
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
国
際
的
に
廃
止
し

て
き
た
人
類
が
、
や
っ
と
次
は
核
兵
器
の

廃
止
と
い
う
段
階
に
到
達
し
た
と
い
う
こ

と
。
2
0
1
0
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
最

終
文
章
に
核
兵
器
の
非
人
道
性
が
言
及
さ

れ
た
こ
と
の
意
味
が
理
解
さ
れ
た
。
核
兵

器
の
非
正
当
化
、
核
抑
止
力
と
い
う
点
で

の
有
用
性
へ
の
疑
問
、
核
兵
器
の
政
治
的

有
用
性
の
排
除
に
お
い
て
、
非
核
保
有
国

の
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
が
増
し
て

き
て
い
る
。こ
の
流
れ
の
中
で
、２
０
１
３

年
４
月
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
準
備
委
員
会
で
の
核
兵

器
の
人
道
的
影
響
に
関
す
る
共
同
声
明
に

日
本
政
府
が
反
対
。
日
本
が
公
式
政
策
と

し
て
核
兵
器
へ
の
依
存（
核
の
傘
）を
謳
っ

て
い
る
こ
と
が
、オ
バ
マ
政
権
の
核
兵
器
廃

絶
へ
の
姿
勢
に
反
対
す
る
勢
力
が
オ
バ
マ

を
批
判
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
た
。
日
本
国
民
と
し
て
政
府
の
あ
り

方
を
変
え
る
こ
と
が
、
世
界
か
ら
核
兵
器

を
な
く
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
指
摘

に
、責
務
を
感
じ
た
。

長
崎
大
学
に
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン

タ
ー（
R
E
C
N
A
）が
２
０
１
２
年
４
月

に
発
足
し
、次
世
代
の
育
成
、市
民
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
私
は
初
め
て
知
っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル

に
世
界
を
見
る
こ
と
、核
兵
器
の
被
害
と

原
発
事
故
を
経
験
し
た
日
本
の
国
民
と
し

て
、世
界
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
教
育
を

通
じ
て
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
、

R
E
C
N
A
の
活
動
に
光
明
を
見
た
気
が

し
た
。

③
分
科
会
は
被
ば
く
問
題
に
参
加
。
パ
ネ

リ
ス
ト
は
、長
崎
で
黒
い
雨
が
降
っ
た
地
域

で
開
業
し
患
者
の
半
数
が
被
爆
者
と
い
う

本
田
孝
也
氏（
長
崎
保
険
医
協
会
）。福
島

と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
行
き
来
し
な
が
ら

被
ば
く
の
実
態
解
明
、
汚
染
水
海
湾
調
査

に
も
取
り
組
む
木
村
真
三
氏（
獨
協
医
大

准
教
授
）。
数
多
く
の
患
者
の
放
射
線
治

療
に
あ
た
っ
て
き
た
経
歴
か
ら
内
部
被
ば

く
問
題
に
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
西
尾

正
道
氏（
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
）。

討
論
で
は
福
島
県
民
健
康
調
査
で
の
子

ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
発
見
に
つ
い
て
、発
症

率
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
、パ
ネ
リ
ス

ト
の
中
で
も
熱
い
討
論
が
な
さ
れ
た
。

原
発
事
故
後
2
年
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
が
ん
の
発
見
を
、放
射
能
被
害
と
は

関
係
な
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
と
福
島

医
大
、国
は
断
言
し
て
い
る
が
、断
言
は
で

き
な
い
。今
後
晩
発
性
発
症
に
対
し
て
も

注
意
し
、検
査
体
制
と
手
術
・
治
療
の
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
い
う
こ

と
が
落
と
し
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

集
会
全
体
を
通
し
て
、核
兵
器
と
原
発

の
廃
絶
に
向
け
て
の
確
信
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。核
廃
絶
の
た
め
に
国
際
社
会
が

確
実
に
動
い
て
い
る
こ
と
、唯
一
の
被
ば
く

国
の
国
民
と
し
て
国
際
社
会
に
お
け
る
責

務
を
果
た
す
た
め
に
は
、ま
ず
核
抑
止
力

全国から集まった医学生たち
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講
演
会

じ
わ
じ
わ
と
命
を
蝕
む

　
　
　
　
　低
線
量
・
内
部
被
曝
の
恐
怖

じ
わ
じ
わ
と
命
を
蝕
む

　
　
　
　
　低
線
量
・
内
部
被
曝
の
恐
怖

講
師

　肥

　田

　舜
太
郎

肥
田
舜
太
郎
と
い
う
内
科
の
医
者
で

す
。広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
、現
地

に
い
て
自
分
も
被
曝
し
ま
し
た
。生
き
残
っ

て
被
爆
者
の
方
の
救
援
の
た
め
の
医
療
活

動
を
行
っ
た
方
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し

た
が
、み
ん
な
私
よ
り
年
上
で
、す
で
に
亡

く
な
り
ま
し
た
。結
局
私
が
広
島
で
生
き

残
っ
た
、た
っ
た
1
人
の
被
曝
医
師
と
い
う

こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

被
曝
し
た
時
私
は
広
島
陸
軍
病
院
と
い

う
日
本
で
1
番
大
き
な
陸
軍
病
院
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。東
京
や
大
阪
や
福
岡

や
神
戸
、日
本
中
の
大
都
会
は
戦
争
が
激

し
く
な
る
と
、み
ん
な
空
襲
を
受
け
、木
造

の
日
本
の
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
け
て
し

ま
っ
て
、大
都
市
は
焼
け
野
原
に
な
り
ま

し
た
。

広
島
が
空
爆
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

私
は
原
爆
が
落
ち
る
1
年
前
の
8
月
1

日
に
広
島
に
着
任
し
ま
し
た
。原
爆
投
下

ま
で
の
1
年
間
は
広
島
も
他
所
の
町
と
同

じ
よ
う
に
毎
日
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
何
回

も
B
29
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
爆
撃
機
が
飛

ん
で
き
て
、1
日
に
何
回
も
空
襲
警
報
が

鳴
っ
て
、み
ん
な
手
掘
り
の
防
空
壕
へ
入
っ

て
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、不
思
議
な
こ
と
に
広

島
に
は
実
弾
が
1
発
も
落
と
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。何
故
だ
か
初
め
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、戦
後
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、い

ろ
ん
な
記
録
で
見
ま
す
と
、戦
争
が
終
わ

る
3
年
前
の
昭
和
17
年
に
は
も
う
広
島
に

原
爆
を
落
と
す
と
決
め
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
通
常
の
空
襲
で

は
弾
を
落
と
さ
ず
、原
爆
用
に
広
島
の
町

は
破
壊
せ
ず
に
と
っ
て
お
い
た
の
で
す
。

原
子
爆
弾
と
い
う
放
射
線
を
出
す
爆

弾
の
威
力
を
広
島
の
人
間
を
使
っ
て
実
験

を
す
る
た
め
に
、そ
の
原
子
爆
弾
が
、1
番

た
く
さ
ん
の
人
に
直
接
影
響
を
与
え
る
時

間
、最
も
実
験
の
成
果
が
上
が
る
時
間
が

朝
の
8
時
15
分
だ
と
調
べ
た
上
で
投
下
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
そ
の
後
の
様
子
を
記
録

に
残
し
て
、後
々
も
原
爆
を
使
う
た
め
の

資
料
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
後
か
ら
わ

か
っ
た
の
で
す
。

原
爆
は
物
凄
い
熱
が
出
ま
す
か
ら
、直

下
で
火
傷
を
し
て
多
く
の
人
が
焼
け
死
に

ま
し
た
。ま
た
爆
風
が
強
い
か
ら
、上
空
で

爆
発
し
た
爆
風
が
真
下
へ
流
れ
て
、木
造

の
家
は
ぺ
ち
ゃ
ん
こ
に
つ
ぶ
れ
ま
し
た
。中

に
い
た
人
は
逃
げ
る
暇
も
な
く
即
死
で
し

た
。即
死
し
な
か
っ
た
人
は
動
け
な
い
で
苦

し
み
な
が
ら
焼
き
殺
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
が

目
に
見
え
る
被
害
で
す
。と
こ
ろ
が
、放
射

線
に
よ
る
死
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。

僕
た
ち
が
あ
の
爆
弾
が
原
爆
だ
っ
た
と

聞
い
た
の
は
、8
月
6
日
か
ら
10
日
ほ
ど

経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。で
も
、原
子

爆
弾
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
全

然
わ
か
ら
な
い
。た
だ
不
思
議
な
死
に
方
を

す
る
人
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
か
ら
、原

子
爆
弾
に
当
た
る
と
人
間
は
こ
う
い
う
風

に
死
ん
で
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
経
験

で
学
び
ま
し
た
。

放
射
線
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

今
で
も
福
島
の
人
た
ち
は
ど
う
い
う
被
害

を
受
け
て
、こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。わ
か
っ
た
よ
う

な
顔
を
し
た
専
門
家
が
証
拠
も
挙
げ
な
い

で「
心
配
は
な
い
。安
全
だ
」と
言
っ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
本
当
の
被
害
が
起
き
て
く

る
の
で
す
。そ
れ
を
予
想
す
れ
ば
、日
本
中

の
医
者
が
態
勢
を
と
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、

患
者
が
出
始
め
て
か
ら
で
は
対
応
で
き
な

い
。今
そ
う
い
う
態
勢
、準
備
は
何
も
し
て

い
ま
せ
ん
。

日
本
人
は
、広
島
と
長
崎
で
何
十
万
と

い
う
人
間
が
67
年
間
に
わ
た
っ
て
放
射
線

で
殺
さ
れ
て
き
た
の
に
、そ
の
経
験
を
少
し

論
が
国
際
的
に
は
過
去
の
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
る
論
理
で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
知
ら

せ
、世
論
を
動
か
し
政
治
を
動
か
し
て
い

く
こ
と
だ
と
学
ん
だ
。国
内
メ
デ
イ
ア
が
操

作
さ
れ
た
情
報
し
か
流
さ
な
い
中
で
、国
際

情
勢
を
正
し
く
知
る
に
は
努
力
が
い
る
こ

と
、長
崎
大
学
の
核
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
調
査
・
研
究
と
人
材
育
成
に
取

り
組
む
拠
点
が
で
き
て
い
る
こ
と
、今
集
会

に
医
学
生
が
多
数
参
加
し
た
こ
と
に
、未

来
へ
の
希
望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。福

島
原
発
事
故
で
は
専
門
家
と
言
わ
れ
る
御

用
科
学
者
が
出
し
て
く
る
数
字
の
マ
ジ
ッ

ク
を
元
に
国
民
を
欺
い
て
い
る
原
子
力
ム

ラ
の
論
理
に
対
し
、自
分
で
調
べ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
実
相
に
迫
る
努
力
を
し
て
い
る

医
学
者
、医
師
の
姿
に
大
変
励
ま
さ
れ
た
。

直
前
に
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
安

倍
首
相
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
、会
議
で
何
人

も
か
ら
怒
り
の
声
が
あ
げ
ら
れ
、事
実
を

曲
げ
る
勢
力
に
対
し
我
々
の
運
動
に
火
が

つ
い
た
感
が
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、２
０
１
５
年

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議（
４
月
─
５
月
）に
向

け
た
準
備
会
議
の
動
向
に
注
視
し
、運
動

を
プ
ラ
ン
す
る
こ
と
。医
学
生
や
若
手
職

員
の
研
修
に
R
E
C
N
A
の
情
報
を
活
用

す
る
こ
と
、原
発
問
題
で
は
汚
染
水
問
題

に
全
力
を
挙
げ
る
よ
う
国
に
迫
り
、原
発

再
稼
働
を
許
さ
な
い
活
動
に
尽
力
す
る
こ

と
、当
面
10
月
６
日
の
菅
谷
講
演
会
を
成

功
さ
せ
今
後
も
市
民
向
け
講
演
会
で
世
論

を
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
。
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流
れ
る
太
田
川
の
谷
に
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り

ま
し
た
。そ
の
真
っ
黒
な
雲
が
渦
を
巻
き
な

が
ら
押
し
寄
せ
て
き
て
、「
あ
あ
、も
う
来

る
」と
思
っ
た
ら
、村
の
向
こ
う
に
あ
る
小

山
の
頭
へ
上
り
だ
し
、２
階
建
て
の
小
学
校

の
屋
根
の
瓦
を
ま
る
で
紙
吹
雪
の
よ
う
に

ブ
ァ
ー
ッ
と
舞
い
上
が
ら
せ
ま
し
た
。そ
れ

が
僕
の
見
た
最
後
で
、雲
の
塊
が
僕
の
所
に

き
て
足
元
を
す
く
わ
れ
て
、う
ち
の
中
に
飛

ば
さ
れ
ま
し
た
。

私
が
飛
ん
で
い
た
時
間
は
1
秒
か
2
秒

で
す
が
、そ
れ
を
も
の
す
ご
く
長
く
覚
え
て

い
る
。舞
い
上
が
っ
た
ら
目
の
前
に
天
井
が

あ
っ
て
、「
あ
あ
、天
井
だ
」と
思
っ
た
ら
、そ

れ
が
風
で
吹
き
抜
け
て
、藁
葺
の
屋
根
が

舞
い
上
が
っ
て
、青
空
が
見
え
た
と
思
っ
た

ら
、向
こ
う
側
の
家
の
壁
に
叩
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。同
時
に
上
か
ら
屋
根
が
落
ち

て
き
て
、赤
ん
坊
と
2
人
、そ
の
下
敷
き
に

な
っ
て
、泥
の
中
に
埋
も
れ
ま
し
た
。私
は

泥
の
中
か
ら
跳
ね
起
き
て
、赤
ん
坊
を
引
っ

張
り
出
し
ま
し
た
。辺
り
は
真
っ
暗
で
し
た

が
、何
と
か
表
に
出
て
、6
歳
の
男
の
子
も

助
け
出
し
ま
し
た
。赤
ち
ゃ
ん
と
男
の
子
が

生
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、自
転

車
を
借
り
て
、山
を
駆
け
下
り
、村
の
中
を

病
院
に
向
か
っ
て
走
り
ま
し
た
。途
中
何
が

起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
村
人
が
騒
い
で

い
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
広
島
市
内
に
向
か
い

ま
し
た
。

初
め
て
見
た
被
爆
者

そ
の
途
中
、街
道
の
真
ん
中
ぐ
ら
い
で
、

広
島
か
ら
逃
げ
て
来
た
最
初
の
被
爆
者
に

会
い
ま
し
た
。8
月
で
す
か
ら
着
て
い
る

も
の
が
白
い
は
ず
な
の
に
上
か
ら
下
ま
で

真
っ
黒
で
す
。変
だ
な
と
思
い
な
が
ら
だ
ん

だ
ん
近
づ
く
と
、着
て
い
る
も
の
が
襤ぼ

ろ褸
な

ん
で
す
。も
っ
と
近
く
な
る
と
頭
の
毛
が
あ

る
の
か
な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。丸
い
顔
に

大
き
な
饅
頭
の
よ
う
な
目
が
あ
っ
て
、鼻

は
な
く
、顔
の
下
半
分
は
全
部
口
と
い
う

人
間
が
、「
ウ
ッ
、ウ
ッ
」と
唸
り
な
が
ら
、手

を
前
に
突
き
出
し
て
や
っ
て
く
る
。人
間

だ
と
は
思
え
な
い
。「
助
け
て
」と
し
が
み
付

か
れ
た
ら
怖
い
か
ら
、そ
こ
に
自
転
車
を
捨

て
て
、本
人
が
飛
び
か
か
っ
て
も
届
か
な
い

よ
う
に
後
ろ
の
方
へ
下
が
っ
て
待
っ
て
い
る

と
、そ
の
人
は
僕
の
自
転
車
に
蹴
躓
い
て

僕
の
方
へ
手
を
伸
ば
し
な
が
ら
ベ
シ
ャ
ッ
と

そ
こ
に
倒
れ
た
。「
あ
あ
、こ
の
人
は
生
き

た
人
間
だ
っ
た
。ご
め
ん
な
さ
い
」と
そ
ば

へ
走
っ
て
行
っ
て
、「
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
」と
言
っ
て
触
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、全

部
焼
け
て
い
て
触
る
と
こ
ろ
が
な
い
。背
中

を
見
る
と
、泥
や
埃
が
付
い
て
ま
っ
黒
で
、

小
さ
な
ガ
ラ
ス
が
い
っ
ぱ
い
刺
さ
っ
て
い
ま

し
た
。し
ょ
う
が
な
い
か
ら
立
っ
た
ま
ま
声

も
学
ば
な
い
で「
放
射
線
は
安
全
だ
。人
間

の
身
体
に
害
な
ん
か
与
え
な
い
」と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
言
い
分
を
信
じ
て
、の
ん
き
に
構

え
て
い
る
。放
射
線
の
被
害
は
、67
年
経
っ

た
今
日
も
爆
弾
が
落
ち
た
時
と
同
じ
よ
う

に
、診
断
も
つ
か
な
け
れ
ば
、治
療
法
も
な

い
か
ら
見
て
い
る
よ
り
し
ょ
う
が
な
い
。

僕
た
ち
は
毎
日
広
島
で
そ
う
い
う
経
験

し
ま
し
た
。自
分
の
診
て
い
る
人
間
が
な
ぜ

死
ぬ
の
か
が
わ
か
ら
な
い
、医
者
と
し
て
死

ん
で
い
く
人
を
何
か
し
て
助
け
た
い
の
に
、

ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
だ
け
で
、最
後
は
死
亡
を
確

認
す
る
だ
け
で
し
た
。

爆
心
地
か
ら
1
～
2
キ
ロ
ぐ
ら
い
ま
で

は
直
接
放
射
線
の
影
響
で
死
ぬ
人
が
多

か
っ
た
。私
は
た
ま
た
ま
6
キ
ロ
離
れ
た
村

に
往
診
に
行
っ
て
い
て
病
院
に
い
な
か
っ
た

か
ら
命
は
助
か
り
ま
し
た
が
、6
キ
ロ
離
れ

て
い
て
も
、爆
発
し
た
瞬
間
の
ピ
カ
ッ
と
い

う
光
と
熱
は
感
じ
ま
し
た
。そ
の
熱
さ
だ

け
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。火
傷
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、あ
と
2
キ
ロ
近
か
っ
た
ら

焼
け
て
い
ま
し
た
。ど
こ
か
近
く
に
爆
弾
が

落
ち
た
と
思
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、次
に
ま

た
ド
カ
ン
と
い
う
衝
撃
が
く
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
伏
せ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
い
つ

ま
で
経
っ
て
も
ド
カ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。お

か
し
い
と
思
っ
て
様
子
を
見
て
初
め
て
、原

爆
が
爆
発
し
た
後
、空
に
ど
ん
な
も
の
が

現
れ
る
の
か
を
見
ま
し
た
。こ
れ
を
見
て
喋

れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら

そ
の
様
子
を
見
た
人
は
み
ん
な
死
ん
で
い

ま
す
か
ら
。

広
島
の
青
空
に
閃
光
と
衝
撃
波
が

そ
の
日
広
島
の
空
は
青
空
で
し
た
。そ
の

青
空
に
真
っ
赤
な
火
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
赤
い
火
の
輪
を
不
思
議
そ
う
に
身
動

き
し
な
い
で
見
つ
め
て
い
た
ら
、輪
の
ど
真

ん
中
の
青
空
に
真
っ
白
な
雲
が
で
き
て
、そ

れ
が
大
き
く
膨
ら
ん
だ
。最
初
に
で
き
た

火
の
輪
は
そ
の
ま
ま
で
す
。中
か
ら
膨
れ
て

い
く
雲
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
、そ
の

火
の
輪
の
内
側
に
く
っ
付
き
、ち
ょ
う
ど
火

の
輪
の
直
径
の
大
き
な
火
の
玉
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
が
原
爆
の
後
の
火
球（
か
き
ゅ

う
）で
、直
径
７
キ
ロ
だ
そ
う
で
す
。大
き

い
し
、不
思
議
だ
し
怖
い
。初
め
は
縁
側
で

楽
な
姿
勢
で
見
て
い
た
の
で
す
が
、座
り
直

し
て
何
が
起
こ
っ
て
も
す
ぐ
逃
げ
出
せ
る

よ
う
に
と
覚
悟
し
ま
し
た
。そ
う
し
た
ら
、

そ
の
火
の
玉
が
雲
に
な
っ
て
限
り
も
な
く

上
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
度
は
下
の
方
を
見
る
と
キ
ノ
コ
雲
が

あ
り
ま
し
た
。み
な
さ
ん
が
よ
く
本
な
ど

で
見
る
キ
ノ
コ
雲
の
写
真
は
下
か
ら
白
い

雲
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、あ
れ
は
時
間
が

経
っ
て
か
ら
撮
っ
た
写
真
で
す
。僕
が
見
た

時
に
は
下
は
火
柱
で
し
た
。そ
の
火
柱
の

上
に
輪
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
火
の
玉
に
な
っ

て
、上
が
き
の
こ
雲
に
な
っ
て
い
る
状
態
で

し
た
。不
謹
慎
な
言
い
方
で
す
が
、そ
の
火

柱
は
五
色
に
輝
い
て
赤
、黄
、緑
が
チ
カ
チ

カ
し
て
き
れ
い
で
し
た
。そ
れ
を
し
ば
ら
く

見
て
い
た
ら
、火
柱
の
1
番
下
の
向
こ
う
か

ら
横
に
長
い
真
っ
黒
な
雲
が
出
て
、広
島
を
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が
っ
て
、も
が
い
て
、向
こ
う
岸
へ
逃
げ
る
。

私
は
結
局
登
れ
な
く
て
、上
か
ら
落
ち
て

死
ぬ
人
を
し
ば
ら
く
見
て
い
ま
し
た
。人
間

と
い
う
の
は
お
か
し
な
も
の
で
ね
。私
は
聴

診
器
も
薬
も
な
い
の
に
医
者
で
あ
る
自
分

は
こ
こ
か
ら
去
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。で
も
し
ば
ら
く
し
て「
今
お
前
が
こ

ん
な
所
に
立
っ
て
い
た
っ
て
、で
き
る
こ
と

は
何
も
な
い
。村
へ
引
き
返
し
て
、こ
れ
か

ら
逃
げ
て
く
る
人
々
を
村
の
人
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、助
け
る
べ
き
だ
」と
閃

い
た
ん
で
す
。そ
れ
で
も
す
ぐ
に
は
立
ち
去

る
こ
と
が
で
き
ず
随
分
そ
こ
に
い
ま
し
た

が
、「
さ
よ
な
ら
」と
言
っ
て
、手
を
合
わ
せ

て
村
へ
引
き
返
し
ま
し
た
。

村
に
帰
る
途
中
、大
勢
の
人
が
死
ん
で

い
ま
し
た
。そ
の
上
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
て
、や
っ
と
村
に
入
り
ま
し
た
。小

学
校
の
校
庭
に
は
一
目
で
1
0
0
0
人
ぐ

ら
い
逃
げ
て
来
た
人
が
寝
て
い
ま
し
た
。何

人
か
座
っ
て
い
る
人
は
い
ま
し
た
が
、立
っ

て
い
る
人
は
1
人
も
い
ま
せ
ん
。

記
録
を
と
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

最
初
の
日
が
6
7
0
0
人
、
翌
日
が

1
万
2
0
0
0
人
、そ
の
翌
日
の
8
日

が
2
万
2
0
0
0
人
、
9
日
の
朝
が

2
万
7
0
0
0
人
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
目

勘
定
で
す
か
ら
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

村
は
超
満
員
で
す
。そ
ん
な
中
、最
初
の
3

日
間
の
仕
事
は
死
亡
確
認
だ
け
で
し
た
。

薬
も
な
い
し
治
療
の
し
よ
う
が
な
い
。み
な

体
中
や
け
ど
し
て
い
て
、ど
の
人
も
助
か

り
っ
こ
な
い
と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

●　
　
　
　

●　
　
　
　

●

原
爆
か
ら
4
日
目
の
8
月
9
日
の
朝
、

初
め
て
火
傷
以
外
で
死
ぬ
被
爆
者
を
見
ま

し
た
。

8
日
の
夜
中
に
、九
州
と
四
国
か
ら
応

援
の
医
療
班
が
た
く
さ
ん
来
ま
し
た
。看

護
婦
さ
ん
と
戦
地
で
医
者
の
代
わ
り
に
弾

を
抜
い
た
り
す
る
心
得
の
あ
る
兵
隊
さ
ん

で
あ
る
衛
生
兵
が
合
わ
せ
て
1
5
0
人
ぐ

ら
い
来
ま
し
た
。お
医
者
さ
ん
も
20
何
名
、

村
に
来
て
く
れ
て
大
助
か
り
で
し
た
。彼
ら

は
夜
中
に
着
い
て
、朝
か
ら
表
に
出
て
、道

路
に
寝
て
い
る
人
を
み
ん
な
で
診
て
く
れ

た
の
で
す
が
、40
度
の
発
熱
が
あ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
し
た
。内
科
で
は
め
っ
た
に
40

度
を
超
え
る
患
者
を
診
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。マ
ラ
リ
ア
患
者
が
、40
度
を
超
え
る

こ
と
が
た
ま
に
あ
り
ま
す
が
、火
傷
し
て
い

る
被
爆
者
が
な
ぜ
そ
ん
な
高
熱
を
出
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。1
人
2
人
診
て
扁

桃
腺
が
腫
れ
て
い
れ
ば
、み
ん
な
そ
う
だ
と

思
お
う
と
考
え
て
、最
初
の
1
人
を
診
よ

う
と
し
ま
し
た
。み
ん
な
横
を
向
い
て
寝
転

ん
で
い
る
の
で
、自
分
も
頬
っ
ぺ
た
を
地
べ

た
に
付
け
て
患
者
の
口
に
近
づ
く
と
異
常

に
臭
い
。腐
臭
が
す
る
。

も
う
1
つ
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、焼
け

て
い
る
か
ら
鼻
と
口
か
ら
血
が
出
て
い
る
。

そ
れ
は
普
通
で
す
が
、舌
か
ら
血
が
出
て
い

る
。40
度
熱
が
出
る
こ
と
と
、舌
か
ら
血
が

出
る
こ
と
と
、生
き
て
い
る
の
に
口
が
腐
っ

て
い
る
こ
と
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。そ
れ

で
も
我
慢
し
て
や
っ
と
の
こ
と
で
1
人
の

口
を
開
け
て
、中
を
見
る
と
、上
顎
も
歯
茎

も
舌
も
全
部
真
っ
黒
で
し
た
。そ
れ
が
腐
臭

を
放
っ
て
い
る
。頭
を
触
る
と
、髪
の
毛
が

ス
ッ
と
取
れ
る
ん
で
す
。普
通
剃
っ
た
あ
と

は
毛
根
と
い
う
細
胞
が
残
っ
て
い
る
の
で

青
く
な
り
ま
す
が
、被
曝
し
た
人
た
ち
は

毛
根
細
胞
ま
で
一
緒
に
取
れ
た
か
ら
、真
っ

白
で
す
。こ
ん
な
毛
の
抜
け
方
は
初
め
て
見

ま
し
た
。そ
れ
が
原
爆
の
影
響
に
よ
る
急

性
症
状
で
し
た
。

も
う
1
つ
、こ
れ
は
患
者
か
ら
教
わ
っ
た

の
で
す
が
、口
が
聞
け
な
い
状
態
の
寝
て
い

る
患
者
が「
こ
こ
を
見
ろ
」と
自
分
の
肘
の

裏
側
を
差
し
出
し
ま
し
た
。そ
こ
に
紫
色

の
斑
点
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。こ
れ

も
初
め
て
見
ま
し
た
。

医
学
部
に
い
る
時
に「
諸
君
は
こ
れ
か

ら
医
者
に
な
っ
て
、一
生
の
間
何
千
人
と
患

者
を
診
る
だ
ろ
う
。そ
れ
で
も〝
そ
れ
〟を

診
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、諸
君
の
中
で
半

分
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
」と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
は
白
血
病
と
か
、血
小
板
減
少
性

貧
血
症
と
い
っ
た
血
液
の
病
気
で
す
。だ
い

た
い
助
か
り
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
病
気
で
入

院
し
た
患
者
が
、危
篤
に
な
っ
て
、あ
と
2
、

3
日
で
死
ぬ
と
い
う
時
に
紫
斑
が
出
る
。と

い
う
講
義
を
思
い
出
し
ま
し
た
。あ
の
先

生
が
言
っ
て
い
た
の
は
こ
れ
だ
な
と
。な
ん

で
こ
の
患
者
に
そ
れ
が
出
る
か
は
、も
ち
ろ

ん
わ
か
ら
な
い
。高
熱
が
出
る
、瞼
か
ら
出

血
す
る
、口
が
腐
る
、髪
の
毛
が
抜
け
る
、

紫
斑
が
出
る
、こ
の
5
つ
が
原
爆
の
放
射
能

の
急
性
症
状
だ
っ
た
の
で
す
。大
学
で
生
徒

だ
け
で「
も
う
ち
ょ
っ
と
行
け
ば
村
が
あ
る

か
ら
、そ
こ
へ
行
っ
た
ら
助
け
て
く
れ
る
。

も
う
ち
ょ
っ
と
這
っ
て
行
き
な
さ
い
」み
た

い
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。そ
し
た
ら
痙
攣

を
起
こ
し
て
、そ
れ
が
そ
の
人
の
最
期
で
し

た
。そ

の
人
は
被
爆
し
て
7
キ
ロ
道
路
を
歩

い
た
後
死
に
ま
し
た
。こ
れ
が
僕
の
見
た
、

広
島
で
焼
け
死
ん
だ
最
初
の
人
で
し
た
。

恐
ろ
し
か
っ
た
で
す
。手
を
合
わ
せ
て
自

転
車
に
ま
た
が
る
と
、道
の
向
こ
う
か
ら

同
じ
よ
う
な
人
が
い
っ
ぱ
い
来
る
ん
で
す
。

立
っ
て
来
る
人
も
い
れ
ば
這
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、み
ん
な
焼
け
た
だ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
を
進
め
る
わ
け
が
な
い
。し
ょ
う
が

な
い
の
で
、8
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
の
太
田
川

に
目
を
つ
ぶ
っ
て
飛
び
降
り
、川
の
中
を
広

島
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

広
島
市
に
近
付
く
と
、真
っ
黒
な
煙
が

川
を
這
う
よ
う
に
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

何
百
軒
と
い
う
家
が
燃
え
て
い
る
の
で
暴

風
の
よ
う
な
風
で
す
。辺
り
は
真
っ
暗
で
何

も
見
え
な
い
。本
当
な
ら
、後
ろ
を
向
い
て

逃
げ
た
い
け
れ
ど
、軍
人
だ
か
ら
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。よ
う
や
く
病
院
の
近
く

ま
で
た
ど
り
着
い
て
土
手
を
登
ろ
う
と
し

た
ら
、土
手
の
上
の
家
が
燃
え
て
い
て
、窓

か
ら
人
が
川
へ
飛
び
込
ん
で
い
る
ん
で
す
。

先
に
落
ち
た
人
は
そ
こ
で
も
う
死
ん
で
い

て
人
間
の
土
手
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
上
に

ま
た
落
ち
て
く
る
の
で
、跳
ね
て
私
の
い
る

川
の
中
へ
ド
ボ
ン
ド
ボ
ン
と
落
ち
て
き
ま

す
。落
ち
た
人
は
み
ん
な
一
生
懸
命
起
き
上
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に
教
え
る
医
学
書
に
放
射
線
の
急
性
症
状

と
し
て
、こ
の
5
つ
が
今
で
も
書
い
て
あ
り

ま
す
。

患
者
の
中
に
自
分
で「
私
は
原
爆
に
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
」と
い
う
者
が
い
ま
し
た
。

そ
の
男
は
50
キ
ロ
離
れ
た
福
山
の
部
隊
の

兵
隊
さ
ん
で
直
接
は
被
爆
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
そ
の
人
が
い
た
部
隊
は
、8
月
7

日
に
は
被
爆
者
の
救
援
の
た
め
に
広
島
市

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。当
日
と
翌
日
、丸
2

日
2
晩
、持
っ
て
行
っ
た
乾
パ
ン
を
食
べ
、

水
は
市
内
の
民
間
の
水
道
か
ら
水
を
飲
み

ま
し
た
。水
源
地
が
被
曝
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、み
ん
な
そ
れ
を
飲
ん
で
被
曝
し
た
の
で

す
。9

日
の
朝
、そ
の
男
の
人
は
疲
労
と
脱

水
症
状
で
意
識
が
な
く
な
っ
て
倒
れ
ま
し

た
。そ
れ
で
僕
が
い
た
戸
坂
村
に
連
れ
て
こ

ら
れ
た
の
で
す
。僕
は「
ピ
カ
に
あ
っ
と
ら

ん
人
間
な
ど
診
る
暇
な
い
」と
い
う
気
持
ち

で
よ
く
話
も
聞
か
な
い
で
違
う
患
者
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、3
日

ぐ
ら
い
経
っ
て
か
ら「
ピ
カ
に
あ
っ
て
い
な
い

と
言
っ
て
い
た
兵
隊
は
ど
う
し
た
の
か
」と

思
い
出
し
ま
し
た
。当
然
ど
こ
か
へ
帰
っ
た

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
死
に
ま
し
た
」

と
の
こ
と
。「
被
爆
も
し
て
い
な
い
し
、元
気

に
話
し
て
い
た
の
に
な
ぜ
あ
の
男
が
死
ぬ
の

か
」と
不
思
議
で
し
た
。周
り
の
人
が
言
う

に
は
、こ
こ
で
死
ん
で
い
く
被
爆
し
た
人
間

と
全
く
同
じ
よ
う
に
目
か
ら
血
が
出
て
、

熱
が
出
て
、口
が
腐
っ
て
、髪
の
毛
が
抜
け
、

紫
斑
が
出
て
死
ん
だ
と
の
こ
と
。最
初
本

能
的
に
思
っ
た
の
は
、こ
の
病
気
は
伝
染
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
院

長
が
大
阪
か
ら
帰
っ
て
来
て
、僕
の
所
見
を

話
し
ま
し
た
。す
る
と「
伝
染
病
な
ら
大
変

だ
か
ら
お
前
が
確
か
め
ろ
」と
言
わ
れ
ま
し

た
。ど
う
や
っ
て
確
か
め
よ
う
。検
査
の
道

具
も
何
も
な
い
。結
局
死
骸
の
1
つ
を
夜

中
に
内
緒
で
解
剖
し
て
、腸
の
中
を
調
べ
ま

し
た
。伝
染
病
な
ら
腸
管
伝
染
病
の
所
見

が
必
ず
あ
る
は
ず
で
し
た
。と
こ
ろ
が
腸
管

伝
染
病
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ

で
確
信
を
持
っ
て
、少
な
く
と
も
伝
染
病

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
対
応
し
よ
う
と

決
め
ま
し
た
。

ぶ
ら
ぶ
ら
病
と
い
う
内
部
被
曝

と
こ
ろ
が
、被
爆
を
し
て
な
い
と
い
う
人

間
が
、ど
ん
ど
ん
後
か
ら
逃
げ
て
来
ま
し

た
。み
ん
な
直
接
の
被
爆
者
と
同
じ
症
状

で
す
。い
ろ
い
ろ
話
を
聞
く
と
、か
っ
た
る
い

と
い
う
だ
け
で
す
。た
だ
あ
の
爆
弾
が
落
ち

た
後
、町
を
歩
い
て
家
族
を
探
し
て
い
て
、

昨
日
ま
で
は
元
気
に
歩
い
て
い
た
の
に
、今

日
に
な
っ
た
ら
も
う
起
き
上
が
っ
て
歩
け

な
い
。何
が
起
こ
っ
た
か
自
分
で
は
わ
か
ら

な
い
。ぶ
ら
ぶ
ら
病
の
症
状
で
す
。

ぶ
ら
ぶ
ら
病
の
病
気
を
初
め
て
聞
い
た

時
、そ
の
症
状
は「
か
っ
た
る
い
」と
い
う
こ

と
で
し
た
。ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
、ア
メ
リ
カ

の
ぶ
ら
ぶ
ら
病
の
患
者
を
何
人
も
診
ま
し

た
。言
っ
て
い
る
こ
と
は
広
島
の
人
間
と
同

じ
で
す
。原
因
は
、兵
隊
の
時
に
陸
軍
の
中

枢
に
召
集
さ
れ
て
、自
分
の
部
隊
が
あ
る

核
実
験
に
動
員
さ
れ
、そ
の
爆
弾
が
爆
発

す
る
時
に
演
習
場
に
あ
る
壕
に
隠
れ
て
い

た
。終
わ
っ
た
ら
壕
か
ら
出
て
、も
う
も
う

と
放
射
線
の
埃
が
舞
う
中
へ
入
っ
て
被
曝

を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
ま
ま
2
年
3
年

勤
め
て
、除
隊
に
な
っ
て
家
へ
帰
る
と
変
な

病
気
が
出
て
く
る
。か
っ
た
る
く
て
動
け
な

い
。お
医
者
さ
ん
に
掛
か
っ
て
も
、何
だ
か

わ
か
ら
な
い
。そ
う
い
う
患
者
を
何
人
も
診

た
お
医
者
さ
ん
な
ら
核
実
験
に
立
ち
会
っ

た
と
い
う
こ
と
が
共
通
項
に
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、兵
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
散
り

ま
す
か
ら
、1
つ
の
町
で
そ
う
い
う
兵
隊
を

何
人
も
診
る
医
者
が
い
ま
せ
ん
。患
者
が

少
な
く
て
わ
か
ら
な
い
。政
府
は
、あ
ま
り

そ
う
い
う
の
を
研
究
す
る
な
と
言
っ
て
被

曝
の
仕
方
は
内
緒
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

●　
　
　
　

●　
　
　
　

●

9
月
2
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
兵
隊
を

連
れ
て
厚
木
に
上
陸
し
ま
し
た
。「
今
日
か

ら
は
、天
皇
で
も
総
理
大
臣
で
も
な
い
、全

て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
の
命
令
で
生
き
る

ん
だ
。そ
の
命
令
に
違
反
し
た
ら
、厳
罰
に

処
す
」と
占
領
軍
が
武
器
を
持
っ
て
言
い
ま

し
た
。マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日
本
人
に「
原
爆

を
受
け
て
広
島
と
長
崎
の
市
民
に
は
、た

く
さ
ん
の
人
間
が
死
ん
だ
り
、怪
我
を
し

た
。今
も
具
合
が
悪
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る

だ
ろ
う
。そ
の
人
た
ち
が
自
分
の
身
体
に

受
け
た
被
害
は
、例
え
そ
の
内
容
が
何
で

あ
れ
、全
部
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
の
機
密
で
あ

る
。原
爆
が
ど
の
よ
う
に
爆
発
し
、ど
ん
な

ふ
う
に
雲
が
上
が
っ
た
か
を
絶
対
話
し
て

は
い
け
な
い
。原
爆
だ
け
で
は
な
く
、そ
の

被
害
を
受
け
た
人
間
に
ど
う
い
う
症
状
が

あ
っ
た
の
か
を
例
え
自
分
の
親
で
も
言
っ

て
は
い
け
な
い
」と
言
い
ま
し
た
。進
駐
軍

と
い
う
の
は
、み
ん
な
怖
い
か
ら
、そ
の
大

将
が
そ
う
言
う
か
ら
、誰
も
何
も
言
わ
な

く
な
り
ま
し
た
。

も
う
1
つ
、日
本
の
医
者
、医
学
者
、大

学
教
授
、そ
う
い
う
連
中
に
対
し
て
は「
諸

君
に
は
、広
島
・
長
崎
で
原
爆
に
遭
っ
た
人

間
が
診
察
を
求
め
る
だ
ろ
う
。た
だ
、診
た

結
果
を
カ
ル
テ
に
詳
し
く
書
き
残
し
て
は

い
け
な
い
。わ
か
ら
な
い
こ
と
を
仲
間
の
医

者
に
話
し
た
り
、論
文
に
書
い
て
学
会
に
出

し
た
り
、研
究
し
て
は
い
け
な
い
」と
い
う

こ
と
で
し
た
。

医
者
は
患
者
に
症
状
を
聞
き
ま
す
。患

者
は
広
島
で
被
曝
し
た
と
言
い
か
け
る
。

す
る
と「
そ
れ
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

も
し
私
が
そ
れ
を
聞
い
た
こ
と
が
わ
か
れ

ば
、私
は
進
駐
軍
の
憲
兵
か
ら
睨
ま
れ
ま

す
。私
は
あ
な
た
の
話
を
聞
か
な
い
こ
と
に

し
ま
す
」と
い
う
、被
爆
者
が
被
害
の
状
況

を
医
者
に
も
言
え
な
い
と
い
う
状
態
が
、進

駐
軍
が
帰
る
ま
で
7
年
間
続
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
に
戦
争
直
後
占
領
さ
れ

て
、他
国
の
軍
隊
の
政
治
の
下
で
暮
ら
し

た
7
年
間
が
日
本
に
は
あ
る
と
い
う
こ
と

を
全
く
皆
さ
ん
は
知
ら
ず
に
今
日
ま
で
き

た
の
で
す
。7
年
経
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
帰
っ

た
瞬
間
に
、日
本
政
府
は
、国
民
に
一
言
の

相
談
も
な
く
安
保
条
約
と
い
う
条
約
を
結
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ん
で
、無
制
限
に
日
本
の
土
地
を
ア
メ
リ
カ

軍
が
基
地
に
使
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
費
用
は
日
本
人
の
税

金
で
賄
っ
て
い
る
。保
育
所
が
足
り
な
い
、

学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
、年
寄

り
が
安
心
し
て
住
め
る
場
所
が
な
い
な
ど
、

み
な
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
の
要
求
が
あ
る

と
い
う
の
に
。

新
た
な
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」を
出
さ
な
い
た

め
に
核
兵
器
廃
絶
を

既
に
皆
さ
ん
は
滋
賀
県
に
い
て
も
、福

島
で
出
た
放
射
線
を
だ
い
ぶ
吸
い
込
ん
だ

り
、食
べ
た
り
し
て
、身
体
に
入
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
僕
等
か
ら
言
わ
せ
る
と
、片
仮
名

の「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」な
ん
で
す
。そ
れ
か
ら
逃

れ
て
真
っ
白
な
身
体
で
す
、な
ん
て
言
う
人

は
、僕
は
こ
の
中
に
1
人
も
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。そ
う
で
あ
る
以
上
皆
さ
ん
は
、

今
、福
島
に
い
る
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

量
は
少
な
い
け
れ
ど
も
放
射
線
が
入
っ
て

い
る
。放
射
線
は
体
内
に
入
っ
た
場
合
、量

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
有
害
で
す
。

政
府
と
ア
メ
リ
カ
は
、体
内
に
入
っ
た
放

射
線
は
量
が
極
め
て
少
な
い
か
ら
、人
間
の

身
体
に
は
無
害
で
あ
る
と
盛
ん
に
宣
伝
を

す
る
。戦
後
、世
界
中
で
原
発
を
作
り
原
爆

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。福
島
の
実
情
が
、こ

れ
か
ら
起
こ
る
こ
と
が
、世
界
に
わ
か
ら
な

い
体
制
を
作
る
た
め
に
、外
国
の
核
を
支

持
す
る
勢
力
が
た
く
さ
ん
日
本
に
来
て
い

ま
す
。中
心
は
ほ
と
ん
ど
全
部
福
島
に
入
っ

て
、「
心
配
な
い
よ
」「
福
島
の
こ
と
は
も
う

終
わ
っ
た
ん
だ
」福
島
の
人
を
一
生
懸
命
教

育
し
て
い
ま
す
。そ
れ
程
、日
本
人
の
福
島

の
被
害
は
、世
界
中
の
人
が
こ
れ
か
ら
放

射
線
に
対
す
る
理
解
の
上
で
大
き
な
課
題

で
す
。こ
の
真
実
が
わ
か
る
こ
と
が
非
常
に

怖
い
。だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
核
兵
器
を
持
っ

て
い
る
国
の
指
導
者
は
、必
死
に
な
っ
て
福

島
の
実
情
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
努
力
を
し

て
い
る
。体
内
に
入
っ
た
放
射
線
の
影
響
力

が
わ
か
る
と
、原
発
を
続
け
た
り
、原
爆
を

作
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。原
子
力
を

持
っ
て
い
る
、作
っ
て
飯
を
食
っ
て
い
る
勢

力
は
、世
界
中
で
1
番
金
持
ち
の
勢
力
で

す
。だ
か
ら
逆
に
皆
さ
ん
は
、向
こ
う
が
隠

す
の
な
ら
何
を
隠
し
て
い
る
か
を
こ
れ
か
ら

一
生
懸
命
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

福
島
で
は
た
く
さ
ん
の
人
や
子
ど
も
が

放
射
線
を
身
体
に
浴
び
な
が
ら
、こ
れ
か

ら
出
て
く
る
放
射
線
の
被
害
を
恐
れ
て
、

ど
う
や
っ
て
生
き
る
か
と
真
剣
に
悩
ん
で

い
ま
す
。だ
か
ら
、私
が
呼
ば
れ
る
の
で
す
。

呼
ば
れ
た
専
門
家
の
中
に
言
っ
た
通
り
で

き
る
こ
と
を
言
う
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。

言
う
の
は「
こ
こ
に
住
ま
な
い
よ
う
に
」、あ

と
は「
悪
い
と
わ
か
っ
た
も
の
は
食
べ
な
い

よ
う
に
」「
汚
れ
て
な
い
物
を
食
べ
な
さ
い
」

と
言
う
だ
け
で
す
。そ
ん
な
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
の
所
帯
が
こ
れ
か
ら
毎
日「
じ
ゃ
あ
ど

う
し
た
ら
良
い
ん
で
す
か
」と
聞
く
と
、そ

れ
に
は
答
え
な
い
。

放
射
線
と
の
闘
い
は
出
る
元
を
止
め

る
、こ
れ
が
原
則
で
す
。だ
か
ら
被
爆
し
た

人
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、日
本
人
の
女
性
も

男
性
も
年
寄
り
も
若
者
も
一
緒
に
な
っ
て
、

53
の
原
発
の
火
を
止
め
る
。ア
メ
リ
カ
が

持
っ
て
き
て
い
る
核
兵
器
は
、全
部
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
う
。こ
の
2
つ
を
日
本
中
の
人

間
が
み
ん
な
で
や
る
。

あ
と
は
、自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。80

歳
だ
ろ
う
が
、10
歳
の
子
ど
も
だ
ろ
う
が

健
康
で
生
き
ら
れ
る
こ
と
だ
け
を
教
え
て

も
ら
っ
て
、ど
ん
な
に
辛
く
て
も
そ
れ
を
守

る
、自
分
の
命
を
守
っ
て
生
き
る
。放
射
線

の
影
響
に
対
し
て
効
く
も
の
は
1
つ
も
な

い
の
だ
か
ら
。皆
さ
ん
が
毎
日
、い
ろ
ん
な

薬
を
買
っ
て
飲
ん
で
い
ま
す
が
、そ
ん
な
こ

と
を
す
る
よ
り
も
、毎
日
の
生
活
を
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
昔
か
ら

長
生
き
し
て
き
た
年
寄
り
が「
こ
う
い
う
こ

と
を
し
て
き
た
よ
」と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
。

ま
ず
は
早
寝
・
早
起
き
。太
陽
と
一
緒
に

目
を
覚
ま
し
、太
陽
と
一
緒
に
働
く
。皆
さ

ん
の
免
疫
は
そ
う
い
う
生
活
の
中
で
作
ら

れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、夜
ふ
か
し
を
し
て
そ

の
免
疫
の
力
を
む
だ
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。朝
早
く
起
き
て
、暗
く
な
っ
た
ら
適
当

な
時
に
寝
る
。そ
う
す
る
と
、何
を
し
て
良

い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
方
は
、そ

れ
を
や
れ
ば
長
生
き
で
き
る
と
聞
い
た
だ

け
で
生
き
て
い
く
自
信
が
で
る
の
で
す
。

私
が
受
付
で
本
に
サ
イ
ン
を
し
て
い
る

と
、「
こ
こ
へ
来
る
ま
で
は
、明
日
が
真
っ
暗

だ
っ
た
。で
も
、自
分
が
頑
張
れ
ば
道
が
開

け
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」と
言
っ
て

明
る
い
顔
に
な
っ
て
み
ん
な
帰
っ
て
行
き
ま

す
。無
理
な
こ
と
は
せ
ず
、自
分
の
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
や
れ
ば
い
い
。

長
生
き
し
て
い
る
人
に
話
を
聞
く
と
み

ん
な
が
言
う
の
は
や
っ
ぱ
り
早
寝
・
早
起
き

で
す
。そ
れ
か
ら
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
。僕

は
小
さ
い
時
か
ら
粗
食
が
身
体
に
合
っ
て

い
た
ん
で
す
。だ
か
ら
健
康
な
ん
で
す
。よ

く
何
を
食
べ
た
ら
い
い
か
と
い
う
質
問
が
で

ま
す
が
、人
間
が
食
べ
て
き
た
物
は
、毒
以

外
み
ん
な
良
い
ん
で
す
。い
け
な
い
の
は
食

べ
方
で
す
。食
は
人
間
に
と
っ
て
は
本
来
休

息
の
時
間
で
す
が
、そ
う
い
う
意
識
を
持
っ

た
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。昔
は
自
分
の
食

べ
物
は
自
分
で
探
さ
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。ど
ん
な
に
身
体
が
悪
か
ろ

う
が
、年
取
ろ
う
が
、食
べ
る
物
は
自
分
が

取
っ
て
き
て
食
べ
た
。だ
か
ら
、み
ん
な
休

息
を
と
り
た
く
て
も
み
ん
な
が
働
い
て
い

る
と
き
に
勝
手
に
休
む
わ
け
に
は
い
か
な

い
。だ
か
ら
み
ん
な
が
腰
を
下
ろ
し
て
物
を

食
べ
る
時
が
1
番
の
休
息
の
時
間
だ
っ
た

の
で
す
。昔
は
食
べ
る
こ
と
と
休
息
が
、一つ

だ
っ
た
。そ
れ
は
今
で
も
同
じ
で
す
よ
。朝
・

昼
・
晩
3
食
、食
べ
よ
う
と
思
え
ば
そ
の
時

間
ゆ
っ
く
り
休
む
。食
べ
る
時
は
ど
ん
な
に

腹
の
中
が
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
よ
う
と
、

ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
相
手
を
楽
し
ま
せ
て
一
緒

に
飯
を
食
う
。そ
れ
が
健
康
の
た
め
に
1

番
良
い
食
べ
方
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

●　
　
　
　

●　
　
　
　

●

ま
と
め
は
1
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。皆
さ

ん
は
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
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や
ひ
孫
、玄や

し
ゃ
ご孫
は
、こ
の
世
の
中
に
き
れ
い

な
海
が
あ
り
、き
れ
い
な
森
が
あ
り
、き
れ

い
な
水
が
あ
り
、美
味
し
い
も
の
が
あ
る
と

思
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。空
気
も
水
も
食

い
物
も
悪
い
世
界
に
生
ま
れ
さ
せ
た
ら
可

哀
想
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。こ
の
子
た
ち
に
は

汚
れ
た
物
は
何
も
与
え
な
い
。自
分
た
ち
が

き
れ
い
に
し
て
か
ら
死
ぬ
。こ
れ
が
こ
れ
か

ら
の
皆
さ
ん
の
任
務
で
す
。だ
っ
て
、戦
後

こ
う
い
う
世
の
中
を
作
っ
た
の
は
あ
な
た

方
な
の
だ
か
ら
。

知
ら
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、原
爆
を
浴

び
た
経
験
を
持
ち
な
が
ら
、外
国
の
人
が

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
、53
基
も
の
原
発

を
な
ぜ
日
本
人
は
造
っ
た
の
か
。

今
日
僕
の
話
を
聞
い
た
の
だ
か
ら
、明
日

か
ら
こ
の
国
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
自

分
の
残
っ
た
命
を
一
生
懸
命
使
う
と
約
束

し
て
く
だ
さ
い
。だ
っ
て
、や
れ
る
人
は
皆

さ
ん
し
か
い
な
い
。そ
う
思
っ
て
、こ
の
国
を

き
れ
い
に
す
る
、原
発
を
止
め
る
、核
兵
器

を
持
っ
て
帰
ら
せ
る
。そ
れ
を
成
し
遂
げ
る

の
が
生
き
残
っ
た
大
人
の
、自
分
た
ち
の
子

ど
も
・
孫
に
対
す
る
責
任
で
す
。

明
日
か
ら
の
自
分
の
余
生
を
自
分
た
ち

の
子
孫
の
た
め
に
少
し
で
も
良
く
し
て
死

ぬ
と
い
う
つ
も
り
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
が
私
の
ま
と
め
で
す
。ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
こ
の
講
演
録
は
2
0
1
2
年
10
月
8
日
、

滋
賀
県
保
険
医
協
会
主
催
、核
戦
争
防
止

滋
賀
県
医
師
の
会
後
援
で
開
催
さ
れ
た
内

容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
）

会員・賛助会員募集のご案内会員・賛助会員募集のご案内
核廃絶へ向けて医師としての役割を果たそう核廃絶へ向けて医師としての役割を果たそう

私たちは、命と健康を守る医師として、日々、保健・医療・福祉の活動に従事しています
が、この核戦争防止の活動は、地球を、命を、核汚染から守る最も基本的なことがらの一
つであると考えています。皆さんのご入会は、一人一人は小さな力であっても、多くの人々
を動かす力となります。ご賛同いただける方のご入会を心から願っています。

会　費 （年額） 医師・歯科医 5,000円 医学生・賛助会員 2,000円

連絡先 〒520-0047　大津市浜大津２丁目１番36号　フコク生命ビル８階
　電話（077）522–1152　　�FAX（077）525–3093

・�入会ご希望の方は、入会申込書の会員区分のいずれかに○印をつけ、必要事項をご記
入の上、本会宛に郵送またはFAXでお送り下さい。

核戦争防止滋賀県医師の会　入 会 申 込 書
年 　 　 月 　 　 日

核戦争防止滋賀県医師の会   御中

貴会の趣旨に賛同し入会を申し込みます。

会 員 区 分 　【開業医、勤務医・医学生、賛助会員】

（フリガナ）
氏 名 

通信連絡先  〒

TEL FAX
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広島平和宣言
「あの日」から68年目の朝が巡ってきました。1945年8月6日午前8時15分、一発の原子爆弾によりその
全てを消し去られた家族がいます。「無事、男の子を出産して、家族みんなで祝っているちょうどその時、
原爆が炸裂(さくれつ)。無情にも喜びと希望が、新しい『生命(いのち)』とともに一瞬にして消え去ってし
まいました。」
幼くして家族を奪われ、辛うじて生き延びた原爆孤児がいます。苦難と孤独、病に耐えながら生き、生

涯を通じ家族を持てず、孤老となった被爆者。「生きていてよかったと思うことは一度もなかった。」と長
年にわたる塗炭(とたん)の苦しみを振り返り、深い傷跡は今も消えることはありません。
生後8か月で被爆し、差別や偏見に苦しめられた女性もいます。その女性は結婚はしたものの1か月

後、被爆者健康手帳を持っていることを知った途端、優しかった義母に「『あんたー、被爆しとるんねー、
被爆した嫁はいらん、すぐ出て行けー。』と離婚させられました。」放射線の恐怖は、時に、人間の醜さや残
忍さを引き出し、謂(いわ)れのない風評によって、結婚や就職、出産という人生の節目節目で、多くの被爆
者を苦しめてきました。
無差別に罪もない多くの市民の命を奪い、人々の人生をも一変させ、また、終生にわたり心身を苛(さ

いな)み続ける原爆は、非人道兵器の極みであり「絶対悪」です。原爆の地獄を知る被爆者は、その「絶対
悪」に挑んできています。
辛く厳しい境遇の中で、被爆者は、怒りや憎しみ、悲しみなど様々な感情と葛藤(かっとう)し続けてき

ました。後障害に苦しみ、「健康が欲しい。人並みの健康を下さい。」と何度も涙する中で、自らが悲惨な体
験をしたからこそ、ほかの誰も「私のような残酷な目にあわせてはならない。」と考えるようになってき
ました。被爆当時14歳の男性は訴えます。「地球を愛し、人々を愛する気持ちを世界の人々が共有するな
らば戦争を避けることは決して夢ではない。」
被爆者は平均年齢が78歳を超えた今も、平和への思いを訴え続け、世界の人々が、その思いを共有し、

進むべき道を正しく選択するよう願っています。私たちは苦しみや悲しみを乗り越えてきた多くの被爆
者の願いに応え、核兵器廃絶に取り組むための原動力とならねばなりません。
そのために、広島市は、平和市長会議を構成する5,700を超える加盟都市とともに、国連や志を同じく

するNGOなどと連携して、2020年までの核兵器廃絶をめざし、核兵器禁止条約の早期実現に全力を尽
くします。
世界の為政者の皆さん、いつまで、疑心暗鬼に陥っているのですか。威嚇によって国の安全を守り続け

ることができると思っているのですか。広島を訪れ、被爆者の思いに接し、過去にとらわれず人類の未
来を見据えて、信頼と対話に基づく安全保障体制への転換を決断すべきではないですか。ヒロシマは、日
本国憲法が掲げる崇高な平和主義を体現する地であると同時に、人類の進むべき道を示す地でもありま
す。また、北東アジアの平和と安定を考えるとき、北朝鮮の非核化と北東アジアにおける非核兵器地帯の
創設に向けた関係国の更なる努力が不可欠です。
今、核兵器の非人道性を踏まえ、その廃絶を訴える国が着実に増加してきています。また、米国のオバ

マ大統領は核兵器の追加削減交渉をロシアに呼び掛け、核軍縮の決意を表明しました。そうした中、日本
政府が進めているインドとの原子力協定交渉は、良好な経済関係の構築に役立つとしても、核兵器を廃
絶する上では障害となりかねません。ヒロシマは、日本政府が核兵器廃絶をめざす国々との連携を強化
することを求めます。そして、来年春に広島で開催される「軍縮・不拡散イニシアティブ」外相会合におい
ては、NPT体制の堅持・強化を先導する役割を果たしていただきたい。また、国内外の被爆者の高齢化は
着実に進んでいます。被爆者や黒い雨体験者の実態に応じた支援策の充実や｢黒い雨降雨地域」の拡大を
引き続き要請します。
この夏も、東日本では大震災や原発事故の影響に苦しみながら故郷の再生に向けた懸命な努力が続い

ています。復興の困難を知る広島市民は被災者の皆さんの思いに寄り添い、応援し続けます。そして、日
本政府が国民の暮らしと安全を最優先にした責任あるエネルギー政策を早期に構築し、実行することを
強く求めます。
私たちは、改めてここに68年間の先人の努力に思いを致し、「絶対悪」である核兵器の廃絶と平和な世

界の実現に向け力を尽くすことを誓い、原爆犠牲者の御霊に心から哀悼の誠を捧げます。
��
平成25年（2012年）8月6日�

広島市長　松 井　 一 實　
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長崎平和宣言
68年前の今日、このまちの上空にアメリカの爆撃機が一発の原子爆弾を投下しました。熱線、爆風、放

射線の威力は凄まじく、直後から起こった火災は一昼夜続きました。人々が暮らしていたまちは一瞬で
廃墟となり、24万人の市民のうち15万人が傷つき、そのうち7万4千人の方々が命を奪われました。生き
残った被爆者は、68年たった今もなお、放射線による白血病やがん発病への不安、そして深い心の傷を
抱え続けています。
このむごい兵器をつくったのは人間です。広島と長崎で、二度までも使ったのも人間です。核実験を

繰り返し地球を汚染し続けているのも人間です。人間はこれまで数々の過ちを犯してきました。だから
こそ忘れてはならない過去の誓いを、立ち返るべき原点を、折にふれ確かめなければなりません。
日本政府に、被爆国としての原点に返ることを求めます。�
今年4月、ジュネーブで開催された核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議準備委員会で提出された核兵器

の非人道性を訴える共同声明に、80か国が賛同しました。南アフリカなどの提案国は、わが国にも賛同
の署名を求めました。しかし、日本政府は署名せず、世界の期待を裏切りました。人類はいかなる状況に
おいても核兵器を使うべきではない、という文言が受け入れられないとすれば、核兵器の使用を状況に
よっては認めるという姿勢を日本政府は示したことになります。これは二度と、世界の誰にも被爆の経
験をさせないという、被爆国としての原点に反します。
インドとの原子力協定交渉の再開についても同じです。　ＮＰＴに加盟せず核保有したインドへの

原子力協力は、核兵器保有国をこれ以上増やさないためのルールを定めたＮＰＴを形骸化することに
なります。ＮＰＴを脱退して核保有をめざす北朝鮮などの動きを正当化する口実を与え、朝鮮半島の非
核化の妨げにもなります。�
日本政府には、被爆国としての原点に返ることを求めます。
非核三原則の法制化への取り組み、北東アジア非核兵器地帯検討の呼びかけなど、被爆国としての

リーダーシップを具体的な行動に移すことを求めます。
核兵器保有国には、ＮＰＴの中で核軍縮への誠実な努力義務が課されています。これは世界に対する

約束です。
2009年4月、アメリカのオバマ大統領はプラハで「核兵器のない世界」を目指す決意を示しました。今

年6月にはベルリンで、「核兵器が存在する限り、私たちは真に安全ではない」と述べ、さらなる核軍縮に
取り組むことを明らかにしました。被爆地はオバマ大統領の姿勢を支持します。しかし、世界には今も
1万7千発以上の核弾頭が存在し、その90％以上がアメリカとロシアのものです。オバマ大統領、プーチ
ン大統領、もっと早く、もっと大胆に核弾頭の削減に取り組んでください。「核兵器のない世界」を遠い
夢とするのではなく、人間が早急に解決すべき課題として、核兵器の廃絶に取り組み、世界との約束を
果たすべきです。
核兵器のない世界の実現を、国のリーダーだけにまかせるのではなく、市民社会を構成する私たち一

人ひとりにもできることがあります。
「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないやうにする」という日本国憲法前文には、平
和を希求するという日本国民の固い決意がこめられています。かつて戦争が多くの人の命を奪い、心と
体を深く傷つけた事実を、戦争がもたらした数々のむごい光景を、決して忘れない、決して繰り返さな
い、という平和希求の原点を忘れないためには、戦争体験、被爆体験を語り継ぐことが不可欠です。
若い世代の皆さん、被爆者の声を聞いたことがありますか。「ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガサ

キ、ノーモア・ウォー、ノーモア・ヒバクシャ」と叫ぶ声を。�
あなた方は被爆者の声を直接聞くことができる最後の世代です。68年前、原子雲の下で何があったの

か。なぜ被爆者は未来のために身を削りながら核兵器廃絶を訴え続けるのか。被爆者の声に耳を傾けて
みてください。そして、あなたが住む世界、あなたの子どもたちが生きる未来に核兵器が存在していい
のか。考えてみてください。互いに話し合ってみてください。あなたたちこそが未来なのです。�
地域の市民としてできることもあります。わが国では自治体の90％近くが非核宣言をしています。非

核宣言は、核兵器の犠牲者になることを拒み、平和を求める市民の決意を示すものです。宣言をした自
治体でつくる日本非核宣言自治体協議会は今月、設立30周年を迎えました。皆さんが宣言を行動に移そ
うとするときは、協議会も、被爆地も、仲間として力をお貸しします。
長崎では、今年11月、「第5回核兵器廃絶－地球市民集会ナガサキ」を開催します。市民の力で、核兵器

廃絶を被爆地から世界へ発信します。
東京電力福島第一原子力発電所の事故は、未だ収束せず、放射能の被害は拡大しています。多くの

方々が平穏な日々を突然奪われたうえ、将来の見通しが立たない暮らしを強いられています。長崎は、
福島の一日も早い復興を願い、応援していきます。
先月、核兵器廃絶を訴え、被爆者援護の充実に力を尽くしてきた山口仙二さんが亡くなられました。

被爆者はいよいよ少なくなり、平均年齢は78歳を超えました。高齢化する被爆者の援護の充実をあらた
めて求めます。
原子爆弾により亡くなられた方々に心から哀悼の意を捧げ、広島市と協力して核兵器のない世界の

実現に努力し続けることをここに宣言します。

2013年（平成25年）8月9日� 長崎市長　　田 上　 富 久　


